
昭和46年４月に始まった伊島少年消防隊の活動は今年で40年目を迎えます。子どもたちが自ら島を守ろう
とする精神は、親から子へ世代を越えて受け継がれています。（11月19日／防災訓練会場にて撮影）
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ふ
じ
色
の
襷

た
す
き

に
想
い
を
託
し
て

新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
る
阿
南
市
チ
ー
ム

徳
島
駅
伝

第57回

　

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
は
36
人
。
ベ

テ
ラ
ン
選
手
の
復
帰
で
チ
ー
ム
力
の

底
上
げ
を
図
っ
た
。

　

主
将
の
武
本
尚
美
選
手
は
、
と
く

し
ま
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
９
で
女
子
総

合
優
勝
を
果
た
し
た
実
力
者
。
１
月

30
日
に
開
催
さ
れ
る
大
阪
国
際
女
子

マ
ラ
ソ
ン
出
場
に
向
け
て
、
気
力
・

体
力
と
も
に
充
実
。
湯
口
選
手
は
親

子
で
の
出
場
は
２
回
目
。
２
年
ぶ
り

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
山
﨑
優
希
選
手

と
弟
・
幸
輔
選
手
と
の
兄
弟
リ
レ
ー

も
楽
し
み
だ
。

　

３
日
間
か
け
て
２
６
８
・
２
㌔
の

阿
波
路
を
駆
け
抜
け
る
徳
島
駅
伝
。

１
月
４
日
午
前
７
時
30
分
、
そ
の
決

戦
の
火
蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
る
。

今
年
の
目
標
は
６
位
以
上
。
昨
年
、

主
力
選
手
が
退
き
戦
力
ダ
ウ
ン
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
社
会
人
選
手

が
復
帰
し
た
こ
と
で
選
手
層
が
厚
み

を
増
し
ま
し
た
。
選
手
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
も
良
く
、
故
障
さ
え
な
け
れ

ば
全
員
出
場
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■阿南市チーム選手紹介
区　分 氏　名（年齢） 学校および所属 出場回数 区　分 氏　名（年齢） 学校および所属 出場回数
監　督 米山 覚 (51) ㈱阿波銀行 27 男子選手 黒澤　泉貴 (19) 関西学院大学１年 4
コーチ 森 　泰英 (37) 日亜化学工業㈱ 21 西田　篤弘 (17) 美馬商業高校３年 4

水口　紀幸 (30) ㈱大塚製薬工場 16 吉川　隆志 (17) 小松島西高校３年 4
マネージャー 岩佐　保昭 (33) 海上自衛隊第24航空隊 9 橘 　大貴 (17) 美馬商業高校２年 2
男子選手 湯口　武夫 (43) 阿波製紙㈱ 30 鎌田 佑 (17) 富岡東高校２年 4

石丸 保 (43) ㈱タカノブ 4 賀上　陽介 (17) 富岡東高校２年 初
平瀬　恭文 (35) 阿南市役所 15 国貞　吉則 (16) 徳島科学技術高校１年 2
武谷　佳典 (28) 日亜化学工業㈱ 5 女子選手 武本　尚美 (28) 山口小学校 14
結城　直哉 (23) 徳島ＡＣ 8 折野　加奈 (18) 大阪学院大学１年 3
稲岡　哲平 (21) 岡山大学３年 5 数藤　未来 (17) 富岡東高校３年 5
山﨑　優希 (20) 近畿医療福祉大学２年 5 島田　奈実 (18) 富岡東高校３年 4

※中学生選手はスポットライトで紹介。

監督　米山　　覚さん
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　自分の力を出し切っ
て、いい走りをしたい
です。（初）

福井中学校２年
西條　功一さん

　チームに貢献できる
ように練習も本番も頑
張ります。（初）

阿南第二中学校３年
吉田沙也香さん

１秒を大切にし、ベ
ストを尽くせるように
頑張ります。（３）

阿南第一中学校３年
久保　佳加さん

練習も本番も頑張っ
てベスト狙います！
（初）

羽ノ浦中学校２年
岡久　純怜さん

今年は合同練習会に
来て、ベストで走れる
ように頑張ります！（２）

羽ノ浦中学校２年
湯口菜々美さん

　チームに貢献できる
ように頑張ります。
（初）

阿南第一中学校３年
大西　北斗さん

　どの区間を任されて
も、しっかり自分の力
を出したいです。（２）

羽ノ浦中学校３年
伊丹　　海さん

初めて走るので、足
を引っ張らないように
したいです。（初）

羽ノ浦中学校３年
米田　塔也さん

自分にできる事をし
てチームの順位を１つ
でも上げたいです。（初）

阿南第一中学校２年
武市　慎矢さん

一生懸命チームに貢
献できるように頑張り
ます。（初）

阿南第一中学校２年
浮橋　遼太さん

　今年は区間賞をとり
たいです。（２）

阿南第二中学校３年
大羽　剛司さん

２回目の出場なので、
チームのために頑張り
たいです。（２）

阿南第二中学校３年
国行　麗生さん

他の人に負けないよ
うに一生懸命頑張りた
いです。（２）

椿町中学校３年
棚橋　泰介さん

１秒でも早くたすき
を渡し、チームのため
に頑張ります。（２）

阿南中学校３年
山﨑　幸輔さん

温
か
い
ご
声
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

４日

５日

６日

阿南市内各中継所の
通 過 予 定 時 刻

11:45 徳新那賀支局前
　　　　　　↓ 9.7㎞

12:15 山口小学校前
　　　　　　↓ 10.7㎞

12:49 徳新阿南支局前
　　　　　　↓ 7.2㎞

13:11 ローソン羽ノ浦
中庄店前

　　　　　　↓ 7.3㎞

13:32 市営芝生川橋
バス停前

４日 〔11区～ 14区〕

宍
喰
橋

池
田
駅

幸
町

新
聞
放
送
会
館
別
館
前

スポット
ライト
-中学生-

※（　）内は出場回数

記の時刻は先頭チームの
過時刻を想定しています。

【
第
１
日
】
南
方
コ
ー
ス

【
第
１
日
】
南
方
コ
ー
ス

２
年
ぶ
り
に
那
賀
コ
ー
ス
を
採
用

２
年
ぶ
り
に
那
賀
コ
ー
ス
を
採
用
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秋
の
叙
勲

平
成
22
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発

令
さ
れ
、
阿
南
市
で
は
次
の
方
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞

宝

単

光

章
桑村　靜夫さん
宝田町（66歳）

桑
村
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
６
月
に

阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て
以
来
、

意
欲
的
に
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ま

れ
、
平
成
４
年
か
ら
は
分
団
長
と
し

て
そ
の
重
責
を
ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
11
年
３
月
に
退
団
す
る
ま

で
約
33
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域

の
消
防
活
動
、
防
災
へ
の
意
識
高
揚

と
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
性
の
高
い
業
務
に
従
事
し
た

人
を
対
象
に
「
第
15
回
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
」が
発
令
さ
れ
、次
の
方
々

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。（

掲
載
は
発
表
順
）

瑞

宝

双

光

章

田
上

成
一
さ
ん長生

町
（
71
歳
）

田
上
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
10
月
に

兵
庫
県
巡
査
を
拝
命
後
、
昭
和
38
年

４
月
に
徳
島
県
巡
査
を
拝
命
し
、
40

年
の
長
き
に
わ
た
り
警
察
各
般
に
お

い
て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
、
公
共

の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
交
通
警
察
部
門
に
お

い
て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

瑞

宝

双

光

章
山本　　健さん
橘町（72歳）

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
５
月
に

徳
島
県
巡
査
を
拝
命
。
以
来
、
40
年

の
長
き
に
わ
た
り
警
察
各
般
に
お
い

て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
、
公
共
の

安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
刑
事
警
察
部
門
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

瑞

宝

単

光

章
山本　　勉さん
橘町（72歳）

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
４
月
に

兵
庫
県
巡
査
を
拝
命
後
、
昭
和
45
年

６
月
に
徳
島
県
巡
査
を
拝
命
し
、
34

年
の
長
き
に
わ
た
り
警
察
各
般
に
お

い
て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
、
公
共

の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
地
域
警
察
部
門
に
お

い
て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

瑞

宝

単

光

章
𠮷岡　和夫さん
富岡町（72歳）

𠮷
岡
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
６
月
に

阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
昭
和

40
年
３
月
か
ら
は
阿
南
市
消
防
職
員

と
し
て
約
32
年
の
長
き
に
わ
た
り
常

備
消
防
の
広
域
化
、
消
防
力
の
拡
充

等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
59
年
か
ら
11
年
間
、
阿
南
消
防
組

合
消
防
署
長
と
し
て
任
務
遂
行
さ
れ
、

消
防
活
動
全
般
に
お
け
る
指
揮
・
監

督
に
全
力
を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰

佐
幸

正
美
さ
ん

羽
ノ
浦
町
（
61
歳
）

佐
幸
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
に
松
田

海
運
に
入
社
し
て
以
来
、
長
年
に
わ

た
り
機
関
部
に
在
籍
さ
れ
、
現
在
は

機
関
長
と
し
て
そ
の
重
責
を
ま
っ
と

う
さ
れ
て
い
ま
す
。
機
関
士
と
し
て

長
年
培
っ
た
知
識
と
技
術
で
、
船
舶

の
心
臓
部
を
守
り
続
け
、
安
全
な
航

海
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰

見
能
林
小
学
校

平
成
22
年
７
月
19
日
、
見
能
林
小

学
校
が
、
平
成
22
年
度
「
海
の
日
」

海
事
関
係
功
労
者
大
臣
表
彰
（
海
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
の
一
般
協
力
者

の
奉
仕
活
動
表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。
勤
労
奉
仕
的
体
験
活
動
を
通
し

て
郷
土
を
愛
す
る
豊
か
な
心
を
も
っ

た
児
童
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
50
年
以
前
か
ら
年
１
回
北
の
脇

海
岸
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
環
境
美
化
に
貢
献
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
功
績

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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っ
て
、
40
年
以
上
に
わ
た
り
灯
台
の

灯
火
監
視
と
灯
台
の
維
持
管
理
業
務

に
努
め
ら
れ
、
航
行
援
助
業
務
の
円

滑
な
遂
行
と
航
路
標
識
の
信
頼
性
の

向
上
に
寄
与
し
、
海
上
交
通
の
安
全

な
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

長
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計
業

務
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
統
計
業
務
永
年
協
力
者

西

裕
司
（
見
能
林
町
）

喜
多

孝
明
（
才
見
町
）

仁
木

英
世
（
宝
田
町
）

■
農
林
水
産
統
計
業
務
特
別
協
力
者

中
西

孝
文
（
橘
町
）

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

田
中
千
惠
子
（
椿
泊
町
）

長
年
に
わ
た
り
阿
波
水
軍
森
甚
五

兵
衛
家
歴
代
の
墓
（
阿
南
市
指
定
文

化
財
）
の
保
護
お
よ
び
周
辺
の
環
境

美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

海
上
保
安
庁
長
官
感
謝
状

阿
南
市
中
央
漁
業
協
同
組
合

橘
町
漁
業
協
同
組
合

中
島
漁
業
協
同
組
合

中
林
漁
業
協
同
組
合

法
務
大
臣
表
彰

荒瀨左知子さん
富岡町（69歳）

橋本　宜春さん
日開野町（65歳）

荒
瀨
さ
ん
と
橋
本
さ
ん
は
、
昭
和

62
年
に
法
務
大
臣
か
ら
保
護
司
を
委

嘱
さ
れ
て
以
来
、
23
年
余
り
の
長
き

に
渡
り
、
更
生
保
護
事
業
に
従
事
さ

れ
ま
し
た
。
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神

を
も
っ
て
、
そ
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る

処
遇
と
卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
、

犯
罪
を
し
た
人
や
非
行
の
あ
る
少
年

を
改
善
更
生
に
導
き
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
に
お
け
る
犯
罪
予
防
活
動
や
更

生
保
護
思
想
の
啓
発
に
尽
力
さ
れ
る

な
ど
、
保
護
司
と
し
て
の
功
労
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

国
土
交
通
大
臣
感
謝
状

伊
島
漁
業
協
同
組
合

航
行
援
助
業
務
の
重
要
性
に
対
す

る
深
い
理
解
と
旺
盛
な
責
任
感
を
も

航
路
標
識
の
灯
火
監
視
協
力
者
と

し
て
、
航
行
援
助
業
務
の
重
要
性
に

対
す
る
深
い
理
解
と
旺
盛
な
責
任
感

を
も
っ
て
、
長
き
に
わ
た
り
灯
台
の

灯
火
監
視
業
務
に
努
め
ら
れ
、
海
上

交
通
の
安
全
な
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

四
国
運
輸
局
長
感
謝
状

伊
藤

次
男
（
黒
津
地
町
）

長
き
に
わ
た
り
造
船
事
業
の
経
営

の
安
定
と
造
船
技
術
の
向
上
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
造
船
工
業

会
理
事
、
四
国
小
型
船
舶
工
業
会
理

事
と
し
て
、
小
型
造
船
業
の
経
営
基

盤
の
強
化
、
労
働
災
害
の
防
止
対
策

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

■
全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会

会
長
表
彰

中
山

瑞
穗
（
羽
ノ
浦
町
）

長
き
に
わ
た
り
行
政
相
談
活
動
及

び
徳
島
行
政
相
談
委
員
協
議
会
の
運

営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

と
く
し
ま
自
主
防
災
活
動
賞

■
県
知
事
表
彰

春
日
野
連
合
自
主
防
災
会

会
長

船
田

廣
明（
羽
ノ
浦
町
）

自
主
防
災
組
織
と
し
て
、
積
極
的

な
活
動
を
行
い
、
そ
の
活
動
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
に
尽
力

■
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

乾

照
美
（
長
生
町
）

唐
木
八
重
子
（
羽
ノ
浦
町
）

川
原

直
子
（
羽
ノ
浦
町
）

貴
志
佐
代
子
（
羽
ノ
浦
町
）

森

子
（
宝
田
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

秋
本

直
美
（
長
生
町
）

甘
利
フ
ジ
子
（
山
口
町
）

伊
藤

美
保
（
横
見
町
）

上
原

由
利
（
富
岡
町
）

上
手

正
信
（
津
乃
峰
町
）

川
野

孝
子
（
領
家
町
）

川
原

秀
子
（
羽
ノ
浦
町
）

齋
藤

美
保
（
羽
ノ
浦
町
）

佐
々
木
和
子
（
橘
町
）

佐
々
木
敏
恵
（
才
見
町
）

助
田
門
次
郎
（
椿
泊
町
）

坪
井
き
く
よ
（
那
賀
川
町
）

鳥
海

裕
子
（
見
能
林
町
）

西
野
千
惠
子
（
横
見
町
）

前
川
眞
知
子
（
柳
島
町
）

村
上

秀
美
（
横
見
町
）

山
本
美
由
喜
（
宝
田
町
）

湯
浅

光
俊
（
上
中
町
）

渡
守
佳
那
江
（
羽
ノ
浦
町
）

■
徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

阿
部
滿
喜
夫
（
福
井
町
）

有
賀

文
子
（
中
大
野
町
）

岡
本
新
三
郎
（
伊
島
町
）

織
原

一
恵
（
橘
町
）

住
友

艶
子
（
那
賀
川
町
）

勢
井

友
義
（
長
生
町
）

太
居

雅
敏
（
椿
泊
町
）

津
山

淳
子
（
下
大
野
町
）

中
川
美
枝
子
（
椿
泊
町
）

板
東
千
代
喜
（
羽
ノ
浦
町
）

米
山

健
一
（
椿
町
）

渡
辺

純
子
（
見
能
林
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

浅
野

直
子
（
羽
ノ
浦
町
）

佐
藤

貞
子
（
那
賀
川
町
）

四
宮
小
夜
子
（
住
吉
町
）

田
上
真
由
美
（
柳
島
町
）

中
川

徳
芳
（
大
潟
町
）

那
脇
ま
す
み
（
羽
ノ
浦
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

神
野

米
市
（
桑
野
町
）

西
崎

憲
志
（
桑
野
町
）

淡
島
学
園
「
手
習
い
ク
ラ
ブ
」

（
西
路
見
町
）

喜
来
環
境
美
化
組
合
（
新
野
町
）

県
藍
青
賞

ス
ポ
ー
ツ
や
学
術
、
文
化
活
動
な

ど
で
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
児
童
や

生
徒
、
団
体
を
た
た
え
る
県
藍
青
賞

の
表
彰
式
が
10
月
30
日
に
県
立
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
阿
南
市

で
は
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
運
動
競
技
・
個
人

榎
本

昌
保
（
小
松
島
高
３
年
）

小
川
真
太
郎（
小
松
島
西
高
３
年
）

※
一
部
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
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阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰

第
39
回
阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作
品

表
彰
式
が
12
月
12
日
、
夢
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

■
書
道
の
部

【
市
長
賞
】
三
崎
美
佐
代
（
富
岡
町
）

【
議
長
賞
】
天
羽
直
子
（
見
能
林
町
）

【
教
育
長
賞
】
四
宮
恭
子
（
向
原
町
）

■
日
本
画
の
部

【
市
長
賞
】國
尾
由
美
子（
那
賀
川
町
）

■
洋
画
の
部

【
市
長
賞
】
答
島
久
子
（
羽
ノ
浦
町
）

【
議
長
賞
】
国
森
敏
子
（
領
家
町
）

【
教
育
長
賞
】
尾
崎
い
ず
み
（
見
能

林
町
）

■
写
真
の
部

【
市
長
賞
】
埴
淵
節
子
（
羽
ノ
浦
町
）

【
議
長
賞
】
池
田
啓
子
（
宝
田
町
）

【
教
育
長
賞
】谷
中
千
恵
子（
山
口
町
）

■
美
術
工
芸
の
部

【
市
長
賞
】
中
山
忠
美
（
羽
ノ
浦
町
）

【
議
長
賞
】
近
藤
昭
子
（
羽
ノ
浦
町
）

【
教
育
長
賞
】
計
盛
寿
美
（
橘
町
）

■
華
道
展
の
部

【
市
長
賞
】
嵯
峨
御
流

【
議
長
賞
】
遠
州

【
教
育
長
賞
】
未
生
流

■
寒
蘭
の
部

【
市
長
賞
】
喜
多
條
隆
治
（
桑
野
町
）

【
議
長
賞
】
佐
野
哲
也
（
山
口
町
）

【
教
育
長
賞
】秦
野
一
三（
下
大
野
町
）

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】
島

玲
子
（
富
岡
町
）

【
議
長
賞
】
淡
島
春
海
（
福
村
町
）

【
教
育
長
賞
】
宮
繁
た
だ
し
（
西
路

見
町
）

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】
湯
浅
久
枝
（
楠
根
町
）

【
議
長
賞
】
井
上
正
恵
（
新
野
町
）

【
教
育
長
賞
】
河
野
茂
美
（
大
井
町
）

■
学
童
展

科
学
経
験
発
表
の
部
（
１
〜
４
年
）

【
市
長
賞
】
鴛
原
泰
輝
（
見
能
林
小
）

【
教
育
長
賞
】
山
田
智
暉
（
宝
田
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】
鎌
田
珠
希
（
桑

野
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部
（
５
、
６
年
）

【
市
長
賞
】
久
米
鷹
之
（
新
野
小
）

【
教
育
長
賞
】
廣
浦
正
樹
（
橘
小
）

科
学
体
験
発
表
の
部
（
中
学
生
）

【
市
長
賞
】
原

愛
紗
、
根
本
日
和
、

伊
丹
菜
月
、
尾
川
真
里
奈
（
富
岡
東

中
）

【
教
育
長
賞
】
戎
谷
紫
都
華
、
佐
野

響
子
、
豊
栖
麻
鈴
（
富
岡
東
中
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】
阿
部
光
彦
、

新
谷
拓
也
、
福
田
陸
雄
（
阿
南
第
二

中
）※

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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申
告
の
日
程
表
に
つ
い
て
は
、
広

報
２
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
市
民
税
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
視
覚
障

が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
「
広
報
あ

な
ん
」
を
テ
ー
プ
と
Ｃ
Ｄ
に
吹
き
込

ん
で
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
毎
月
２

回
で
、
原
稿
の
読
み
合
わ
せ
や
テ
ー

プ
な
ど
へ
の
録
音
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
歓
迎
。

問
い
合
わ
せ
は

阿
南
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
23

－

７
２
８
８
）
へ

問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
（
☎

22
－

３
３
９
１
）
へ

新
野
町
岡
花
地
区
に
伝
わ
る
人
形

座
「
中
村
園
太
夫
座
」
は
、
地
区
の

名
前
か
ら
「
岡
花
座
」
と
も
呼
ば
れ
、

そ
の
技
芸
は
地
元
の
中
学
生
に
も
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
郷
土
の
誇
り

で
あ
る
「
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
」
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
30
日
㈰

午
後
１
時
開

演
（
12
時
30
分
開
場
）

場
所

夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

演
目

①
式
三
番
叟
②
傾
城
阿
波
の

鳴
門
（
伝
承
）〔
順
礼
歌
の
段
〕
③

玉た
ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ
の
た
も
と

藻
前
旭
袂
三
段
目〔
道
春
館
の
段
〕

④
越
後
母
恋
情
話

人
形
浄
瑠
璃
を
楽
し
む
た
め
に

大
和
武
生
氏
に
よ
る
演
目
の
解
説

現
代
か
な
遣
い
床ゆ
か

本ぼ
ん

無
料
配
布
。

入
場
料

１
０
０
円
（
高
校
生
以
下

無
料
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売

平
惣
書
店
（
55
号
店
、
羽
ノ
浦
店
、

セ
ン
タ
ー
店
）
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
、
市

民
会
館
、
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
は

文
化
会
館
（
☎
21

－

０
８
０
８
）
へ

平
成
23
年
度
に
市
が
発
注
す
る
物

品
等
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は｢

指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書｣

を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
中
に
申
請
さ
れ
た
方
は

不
要
。

提
出
期
間

１
月
11
日
㈫
〜
２
月
10

日
㈭

物
品
等
の
種
類

備
品
、
消
耗
品
類

及
び
原
材
料
品
（
工
事
用
原
材
料
を

含
む
）
な
ど
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は

管
財
課

（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

日
時

１
月
22
日
㈯

午
後
１
時
30

分
開
会
（
受
付
：
１
時
〜
）

場
所

文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）

内
容

生
涯
学
習
活
動
の
発
表

▼
阿
南
市
子
ど
も
会
連
合
会
活
動
報

告
▼
原
皇
子
神
社
の
獅
子
舞
（
市
指

定
無
形
文
化
財
・
那
賀
川
町
）
▼
徳

島
朗
読
協
会
ひ
ま
わ
り
と
阿
南
合
唱

団
に
よ
る
音
楽
朗
読
劇
「
お
山
の
杉

の
子

－

吉
田
テち
ょ
う
こ

フ
子
物
語
」
な
ど

※
正
午
〜
午
後
１
時
30
分
の
間
、
富

岡
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
に
よ
る
、

お
茶
席
を
設
け
ま
す
。（
有
料
）

阿
南
市
議
会

正
・
副
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　

12
月
３
日
、
正
・
副
議
長
、
各
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
及
び

組
合
議
会
の
各
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
な
ど
議
会
構
成

に
つ
い
て
は
、来
月
発
行
予
定
の「
議

会
だ
よ
り
」
に
掲
載
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発
行
時
に
本
人
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
の
提

示
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
組
み
込

ま
れ
て
い
な
い
運
転
免
許
証
（
平
成
21
年
１
月
４
日
以
前
発
行
の
も
の
）

に
つ
い
て
は
、
運
転
免
許
証
の
ほ
か
に
も
う
１
点
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
（
保
険
証
、
介
護
保
険
証
等
）
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
申
請
さ
れ
る
際
は
、
運
転
免
許
証
の
発
効
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

市
民
生
活
課
（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発
行
時
に
お
け
る
本
人
確
認
の
一
部
変
更

副議長
久米　良久氏

議　長
秋本喜久雄氏

原稿の読み合わせのようす。
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個
別
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
温
泉
に
つ

か
っ
て
心
と
身
体
を
癒
し
ま
せ
ん
か
。

■
年
始
の
営
業
日

１
日
〜
３
日
、

※
８
日
か
ら
通
常
営
業
し
ま
す
。

■
休
館
日

４
日
㈫
〜
７
日
㈮
、
11

日
㈫
、
17
日
㈪
、
24
日
㈪
、
31
日
㈪

■
新
春
イ
ベ
ン
ト

日
時

１
月
16
日
㈰

午
後
１
時
〜

場
所

船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

内
容

▼
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
ア
ロ
ハ
サ

ー
ク
ル
ア
イ
カ
ネ
ア
ナ
ン
）
▼
な
つ

か
し
の
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
（
フ

ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
愛
好
家
）
▼
三
味
線

演
奏
（
阿
南
工
業
高
校
音
楽
部
）
▼

民
謡
と
演
奏
披
露
（
美
尺
会
）

■
か
も
だ
カ
フ
ェ
最
新
情
報

新
メ
ニ
ュ
ー
『
生
し
ら
す
丼
』『
釜

あ
げ
し
ら
す
丼
』（
お
吸
い
物
、
一

品
料
理
、
フ
ル
ー
ツ
付
き
で
８
５
０

円
）
が
登
場
。
地
元
で
と
れ
た
新
鮮

な
〝
し
ら
す
〞
の
風
味
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。（
漁
の
状
況
に
よ
り
、
生

し
ら
す
丼
は
提
供
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は

船
瀬
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
（
☎
21

－

３
０
３
０
）
へ

た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に
は
、
年

金
事
務
所
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
番
号

（
☎
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５
）

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

（
☎
03

－

６
７
０
０

－
１
１
６
５
）

保
険
年
金
課

阿
南
市
内
に
お
い
て
、
事
業
用
の

償
却
資
産
で
機
械
・
器
具
及
び
備
品

等
の
有
形
固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋

及
び
無
形
減
価
償
却
資
産
を
除
く
）

を
所
有
す
る
法
人
並
び
に
個
人
（
市

内
で
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
リ

ー
ス
資
産
の
所
有
者
等
を
含
む
）
の

方
は
、
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、

所
有
さ
れ
て
い
る
資
産
に
つ
い
て
、

１
月
31
日
㈪
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

家
屋
の
取
り
壊
し
を
し
た
場
合

阿
南
市
内
に
お
い
て
、
平
成
23
年

１
月
１
日
ま
で
に
家
屋
を
取
り
壊
さ

れ
た
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
が
な
い
場
合
、
現
存
し
な
い

家
屋
に
対
し
、
誤
っ
て
課
税
さ
れ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

場
所

文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ
は

消
防
本
部
警
防
課

（
☎
22

－

３
７
９
６
）
へ

市
民
会
館
の
受
変
電
設
備
改
修
工

事
に
よ
る
停
電
の
た
め
、
次
の
期
間

は
臨
時
休
館
し
ま
す
。
期
間
中
、
施

設
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
業
務

な
ど
通
常
業
務
は
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

臨
時
休
館
日
２
月
４
日
㈮
〜
７
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は

市
民
会
館
（
☎
22

－

７
０
０
０
）
へ

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の
雑

所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
１
年
間
の
年

金
の
支
払
総
額
な
ど
を
記
載
し
た

「
源
泉
徴
収
票
」
が
１
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
際

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
、
課
税
の

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
源
泉

徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ

輝
か
し
い
平
成
23
年
の
新
春
を
飾

る
阿
南
市
消
防
職
員
・
団
員
の
出
初

式
が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
出
初
式
は
、
消
防
職
員
・
団

員
の
士
気
の
高
揚
、
職
務
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
市
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
消
防
職
員
・
団
員
約
５

０
０
人
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
る
も

の
で
す
。

日
時

１
月
９
日
㈰

午
前
10
時
〜

羽
ノ
浦
中
学
校
へ

●
金
百
万
円

羽
ノ
浦
町

埴
渕
政
美
様
か
ら
図

書
充
実
資
金
と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

橘
町

日
本
観
光
開
発
株
式
会
社

阿
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
、

創
立
50
周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
お
け
る
寄
付
金

を
地
域
福
祉
事
業
活
動
資
金
へ

●
車
椅
子
一
台

富
岡
町

第
一
生
命
保
険
株
式
会

社
阿
南
営
業
オ
フ
ィ
ス
様
か
ら

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

募
集
期
間

１
月
17
日
㈪
〜
31
日
㈪

公
表
資
料

阿
南
市
地
域
福
祉
計
画

（
素
案
）

公
表
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各

支
所
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー
及
び
市
役

所
本
庁
舎
１
階
福
祉
課
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人

①
市
内
に

在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
方
②
市

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

る
方
③
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る
方

提
出
方
法

様
式
は
自
由
で
す
が
名

前
及
び
住
所
を
記
入
の
う
え
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
意
見
提
出
用
紙

を
公
表
場
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
直
接
提
出

市
役
所
本
庁
舎
１
階

福
祉
課

②
郵
送

〒
７
７
４

－

８
５
０
１

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
３

福
祉
課

ま
で

③
電
子
メ
ー
ル

福
祉
課

fukushi@
city.anan.tokushim

a.jp

な
お
、
電
話
な
ど
口
頭
に
よ
る
受

け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

意
見
の
公
表

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、

名
前
、
住
所
等
の
個
人
情
報
を
除
き
、

そ
の
内
容
を
整
理
し
て
原
則
公
表
し

ま
す
。
な
お
、
意
見
等
に
つ
い
て
の
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平
成
23
年
度
に
市
立
保
育
所
に
お

い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る
給
食
調

理
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

25
人
程
度

試
験
日

１
月
30
日
㈰

受
験
資
格

昭
和
26
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。

申
込
期
間

１
月
11
日
㈫
〜
21
日
㈮

申
込
方
法

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
１
月
11
日

㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

平
成
23
年
４
月
採
用
の
幼
稚
園
助

教
諭
及
び
子
育
て
支
援
保
育
士
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
幼
稚
園
助
教
諭

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
方

②
子
育
て
支
援
保
育
士

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
ま
た
は
保
育
士

資
格
を
有
す
る
方

※
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格

申
込
期
間

１
月
11
日
㈫
〜
21
日
㈮

申
込
方
法

自
筆
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
用
紙
）
に
希
望
す
る
①
〜
④
の

職
種
順
を
明
記
の
う
え
、
教
諭
の
免

許
状
ま
た
は
資
格
証
の
写
し
（
免
許

状
ま
た
は
資
格
証
取
得
見
込
み
証
明

書
も
可
）
を
添
え
て
学
校
教
育
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日

２
月
13
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は

学
校
教
育
課
（
☎

22

－

３
３
９
０
）
へ

平
成
23
年
度
に
学
校
給
食
施
設
及

び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

臨
時
的
に
勤
務
す
る
給
食
調
理
員
の

選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

40
人
程
度

受
験
資
格

昭
和
26
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。

試
験
日

１
月
30
日
㈰

申
込
期
間

１
月
12
日
㈬
〜
21
日
㈮

申
込
方
法

教
育
委
員
会
総
務
課
に

備
え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」

は
、
１
月
12
日
㈬
以
降
に
お
渡
し
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

平
成
23
年
４
月
採
用
の
阿
南
市
費

教
員
・
人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
指

導
員
等
の
募
集
及
び
採
用
審
査
を
実

施
し
ま
す
。

①
市
費
教
員

職
務
内
容

市
内
小
・
中
学
校
で
の

児
童
・
生
徒
の
指
導

資
格

小
学
校
若
し
く
は
中
学
校
教

諭
の
免
許
状
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

平
成
23
年
３
月
末
日
ま
で
に
こ
れ
ら

の
資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

②
適
応
指
導
教
室
指
導
員

職
務
内
容

ふ
れ
あ
い
学
級
で
の
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
自
立
支
援

資
格

①
に
同
じ

③
人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
指
導
員

職
務
内
容

地
域
に
組
織
さ
れ
た
子

ど
も
会
の
企
画
・
指
導
の
補
佐

資
格

小
学
校
若
し
く
は
中
学
校
教

諭
の
免
許
状
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準

ず
る
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成

23
年
３
月
末
日
ま
で
に
こ
れ
ら
の
資

格
を
取
得
見
込
み
の
方

④
情
報
教
育
指
導
員

職
務
内
容

市
内
各
小
中
学
校
で
の

Ｉ
Ｔ
機
器
活
用
指
導

資
格

Ｉ
Ｔ
機
器
に
堪
能
な
方

採
用
予
定
人
員

①
…
７
人
程
度
、

②
④
…
若
干
名
、
③
…
10
人
程
度

任
用
期
間

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

平
成
24
年
３
月
31
日

を
取
得
す
る
見
込
の
あ
る
方
を
含
む
。

幼
稚
園
教
育
に
意
欲
の
あ
る
方
は
、

幼
稚
園
助
教
諭
と
し
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。
子
育
て
支
援
保
育
士
は
保

育
士
資
格
も
可
能
で
す
。

応
募
方
法

次
の
書
類
を
１
月
21
日

㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
用
紙
の
も

の
に
写
真
貼
付
）

②
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
ま
た
は
保
育

士
資
格
の
写
し
（
免
許
状
ま
た
は
資

格
証
取
得
見
込
み
証
明
書
も
可
）

採
用

▼
幼
稚
園
助
教
諭
（
１
日
及

び
短
時
間
勤
務
）
…
８
人
程
度
▼
子

育
て
支
援
保
育
士
…
６
人
程
度

面
接
日

２
月
６
日
㈰

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は

学
校
教

育
課
（
☎
22

－

３
３
９
０
）
へ

平成23年４月に採用する職員の採用試験を次のとおり行いますので、受験希望者は
お申し込みください。

職種及び採用予定人数 技能労務職　２人程度
受験資格 昭和56年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方
試 験 日 １月30日㈰
試験場所 老人ホーム福寿荘（淡島海岸入り口付近）
試験内容 作文試験および面接試験
申込期間 １月７日㈮～17日㈪の間、午前８時30分～午後５時
申込方法 福寿荘に備え付けの ｢採用試験申込書｣ に必要事項を記入し、指定の箇所に

写真を貼ったうえ福寿荘まで提出してください。郵便による申し込みの場合
は、380円分の返信用切手を同封のうえ、必ず「書留郵便」で送ってください。
１月17日㈪消印のものまで有効です。

ご注意ください 「採用試験申込書」の用紙を郵送で請求する場合は、封筒の表に「採
用試験申込書請求」と記入して、120円分の返信用切手を同封してく
ださい。

申し込み・問い合わせは 〒774-0003　阿南市畭町亀崎93番地７
老人ホーム福寿荘（☎23－3440）へ

老人ホーム福寿荘組合職員を募集します
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環境環境とと

くらしくらし

シリーズ

〈№ 9〉

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

消
防
庁
に
お
い
て
、
実
際
の
住
宅

火
災
に
お
け
る
被
害
状
況
分
析
を
し

た
と
こ
ろ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
比
べ
被
害
が
概

ね
半
減
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22

－

３
７
９
９
）
へ

設
置
期
限

平
成
23
年
５
月
31
日

① すべての寝室
② ２階に寝室がある場合、階段の上部
③ 台所（推奨します）

設置しなければならない場所

☆
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
☆

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
暖
房
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
削
減
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
発
生
を
削
減
し
、

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
の
が
目
的

で
す
。〝
寒
い
時
に
は
着
る
〞〝
過
度

に
暖
房
機
器
に
頼
ら
な
い
〞
と
い
う

原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
暖
房
設
定
温

度
が
20
度
で
も
快
適
な
ス
タ
イ
ル

『
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
』
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

◎
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
下
げ
る

な
ど
、
こ
ま
め
な
温
度
調
節
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

◎
太
陽
光
を
取
り
入
れ
る
な
ど
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て
、

体
の
芯
か
ら
温
ま
り
ま
し
ょ
う
。

◎
着
る
も
の
や
身
に
着
け
る
も
の
を

工
夫
し
て
、
寒
さ
か
ら
身
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

◎
料
理
に
根
野
菜
や
香
辛
料
な
ど
体

を
温
め
る
効
果
の
あ
る
も
の
を
食
べ

て
、
体
の
中
か
ら
温
ま
り
ま
し
ょ
う
。

◎
ひ
と
部
屋
で
家
族
が
過
ご
す
の
も

暖
房
費
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
実
践

し
て
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は

環
境
保
全
課
（
☎

22

－

３
４
１
３
）
へ

「
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち〝
阿
南
〞」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
阿
南
市
の
福

祉
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
を
た
た

え
る
阿
南
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ま
向
け
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
阿
南

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
子
育
て
応
援
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
イ

ベ
ン
ト
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

１
月
15
日
㈯

午
前
10
時
〜

（
開
場
・
受
付:

９
時
30
分
〜
）

場
所

文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）
お

よ
び
富
岡
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
23

－

７
２
８
８
）
へ
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び
「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
と
き

に
障
害
者
手
帳
の
代
わ
り
と
な
る
も

の
で
、
交
付
に
は
本
人
ま
た
は
ご
家

族
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
ら
れ

た
方
で
、
要
介
護
認
定
程
度
区
分
に

変
更
の
な
い
方
は
、
申
告
の
際
に
前

回
交
付
さ
れ
た
認
定
書
が
使
用
で
き

ま
す
の
で
、
新
た
な
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
は
要
介
護
認
定
が

４
・
５
の
方
、
障
害
者
は
要
介
護
認

定
が
１
〜
３
の
方
が
該
当
と
な
り
ま

す
。

申
請
受
付

１
月
７
日
㈮
か
ら

申
請
に
必
要
な
も
の

介
護
保
険
被

保
険
者
証
・
印
鑑

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
課

（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

■
１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

「
１
１
０
番
」
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と

し
て
、
24
時
間
体
制
で
皆
さ
ん
の
安

全
で
平
穏
な
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
ま

す
。「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
・
事

故
な
ど
１
分
１
秒
を
争
う
緊
急
事
態

を
通
報
す
る
電
話
で
す
の
で
、
正
し

い
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
警
察
へ
の
相
談
・
意

見
・
要
望
な
ど
は
、
県
民
の
声
「
１

新
氷
河
期
と
も
い
わ
れ
る
厳
し
い

雇
用
情
勢
を
受
け
、
次
の
と
お
り
、

高
校
生
の
た
め
の
「
就
職
面
接
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
県
内
企
業
か

ら
約
30
社
が
参
加
し
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

対
象

３
月
卒
業
予
定
の
高
校
生
で

就
職
を
希
望
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ま
だ
内
定
を
得
て
い
な
い
方
。

日
時

１
月
25
日
㈫

午
後
１
時
〜

４
時

場
所

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
４

階
ク
レ
メ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
徳
島

駅
横
）

問
い
合
わ
せ
は

徳
島
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
（
☎
０
８
８

－

６
２
３

－

８
０
１
０
）
ま
た
は
市
商
工
観
光

労
政
課
（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
い

た
し
ま
す
。

こ
の
認
定
書
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
の
際
に
、

税
法
上
の
「
特
別
障
害
者
控
除
」
及

１
０
番
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
☎
♯
９
１

１
０
／
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
☎
０
８
８

－

６
５
３

－

９
１
１
０
）」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
年
始
交
通
安
全
県
民
運
動
の
実
施

１
月
10
日
㈷
ま
で
「
交
通
安
全
県

民
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年

始
は
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

重
点
項
目

▼
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
薄
暮
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

反
射
材
の
効
果
的
活
用

▼
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

使
用
の
徹
底

問
い
合
わ
せ
は

阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

202件（2,404）
0人（    4）
41人（  469）

救 急 件 数
搬送人員

259件（2,801）
250人（2,723）

火 災 件 数
損 害 額

2件（   39）
0千円（42,837千円）

●阿南署管内平成22年11月分合計　(　)内は１月からの累計

「竹人形、星形あんどん、LEDグラス作り」カルチャー講座を常時開催中！

展示コーナー
書道展及び生花展 ４日㈫～16日㈰ 午前10時～午後８時
レザークラフト作品展 18日㈫～30日㈰ 午前10時～午後８時

※ただし、18日は正午からで、30日は午後３時まで。

体験コーナー
プリザーブドフラワー作り ９日㈰ 午後１時30分～午後４時
【定員】15人 【申込締切日】８日㈯
・キッズプリザ（子ども向け）参加費 500 円
・初めてプリザ（初心者向け）参加費 1,500 円
エコバッグとコサージュ作り 23日㈰ 午後１時～３時〔参加費無料〕
【持ってくるもの】古新聞、はさみ、のり、ボンド、千枚通し

ＬＥＤとうさぎのおひな様作り 29日㈯ 午前10時～正午
樹脂粘土と和紙で作るうさぎのおひな様にＬＥＤのぼんぼりを灯します。
【参加費】1,000円 【定員】15人 【申込締切日】22日㈯
【持ってくるもの】タオル、はさみ、木工用ボンド

申し込み・問い合わせは 光のまちステーションプラザ（☎24－3141）へ

光のまちステーションプラザ  １月の催し

阿
南
駅

●原田
　病院

●商工業振興
　センター光のまち

ステーション
プラザ

★

Ｎ
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第
５
次
阿
南
市
総
合
計
画

今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
「
第
５
次
阿
南
市
総
合
計

画
」
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
に
実
施

い
た
し
ま
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
の
基
礎
調
査
を
踏
ま
え
、
庁
内

組
織
で
あ
る
策
定
委
員
会
で
策
定
い

た
し
ま
し
た
基
本
構
想
原
案
を
「
阿

南
市
総
合
計
画
審
議
会
」
に
諮
問
し

て
、
慎
重
な
る
御
審
議
を
賜
り
、
11

月
24
日
に
答
申
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

基
本
構
想
は
、
本
市
の
長
期
的
視

点
か
ら
の
将
来
像
及
び
そ
の
将
来
像

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
の

大
綱
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
の
将
来
像
を
、
す

べ
て
の
世
代
の
「
ひ
と
」
が
阿
南
市

と
い
う
「
ま
ち
」
を
愛
し
、
人
々
の

「
心
」
が
し
あ
わ
せ
な
笑
顔
で
ふ
れ

あ
え
る
、「
光
」
の
ま
ち
を
め
ざ
し

て
い
く
こ
と
を
理
念
と
し
て
、「
ひ

と
、
ま
ち
、
心
を
つ
な
ぐ
笑
顔
の
光こ
う

流り
ゅ
う

都
市
」
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
将
来
像
を
達
成
し
て

い
く
た
め
の
施
策
の
大
綱
で
は
、「
心

地
よ
く
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く

る
」「
健
や
か
で
笑
顔
の
あ
る
ま
ち

を
つ
く
る
」「
美
し
く
ひ
か
り
輝
く

ま
ち
を
つ
く
る
」「
活
力
と
夢
を
育

む
ま
ち
を
つ
く
る
」「
豊
か
な
心
と

学
び
の
ま
ち
を
つ
く
る
」「
み
ん
な

で
築
く
ま
ち
を
つ
く
る
」
の
６
つ
の

柱
を
体
系
化
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
お
一
人
お

ひ
と
り
が
、
阿
南
市
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
幸
せ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
指
針
と
し

て
、
市
民
の
皆
様
に
幅
広
く
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
本
計
画
の
愛
称

を
「
し
あ
わ
せ
阿
南
２に
い

０ま
る

２に
い

０ま
る

」
と

い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
構
想
に
掲
げ
る
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
主
要
な
施

策
等
を
「
基
本
計
画
」
で
お
示
し
し
、

具
体
的
な
事
業
内
容
・
財
源
等
を「
実

施
計
画
」
で
明
ら
か
に
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業

現
在
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
を
対
象
に
実
施
い
た
し
て
お
り

ま
す
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」

に
つ
い
て
、
平
成
22
年
３
月
市
議
会

の
一
般
質
問
で
御
答
弁
申
し
上
げ
ま

し
た
対
象
者
の
拡
大
に
つ
き
ま
し
て

は
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

結
果
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の

医
療
費
を
無
料
に
拡
充
い
た
し
た
く
、

対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ
き
ま
し

て
、
今
議
会
に
条
例
の
一
部
改
正
を

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
対
象

と
な
る
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生

の
子
ど
も
は
約
２
，
３
０
０
人
、
必

要
経
費
は
年
間
お
よ
そ
５
千
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。病

気
に
か
か
っ
た
と
き
、
家
庭
の

経
済
状
況
等
に
か
か
わ
り
な
く
治
療

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

の
阿
南
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
で
予
防
で
き
る
唯
一
の
が
ん
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
そ
の

発
症
を
予
防
し
女
性
の
健
康
を
守
る

こ
と
を
目
的
に
、
中
学
３
年
生
か
ら

高
校
３
年
生
ま
で
に
相
当
す
る
年
齢

の
女
子
を
対
象
に
、
平
成
22
年
10
月

１
日
か
ら
公
費
助
成
に
よ
り
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

助
成
を
始
め
ま
し
た
10
月
の
接
種

状
況
に
つ
き
ま
し
て
、
学
年
ご
と
に

申
し
上
げ
ま
す
と
、
中
学
３
年
生
が

対
象
者
３
７
８
人
に
対
し
、
接
種
を

受
け
ら
れ
た
方
は
２
１
６
人
、
接
種

率
は
57
％
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
１
年
生
が
３
７
８
人
に
対
し

２
１
２
人
（
56
％
）、
高
校
２
年
生

０
９
人

が
３
５
３
人
に
対
し
２

（
59

％
）

３
５
４
人
に

、
高
校
３
年
生
が
３

対
し
２
１
６
人
（
61
％
）
と
な
っ
て

は
対
象
者
１
，

お
り
ま
し
て
、
合
計
で

種
を
受
け
ら

４
６
３
人
に
対
し
、
接

接
種
率
は

れ
た
方
は
８
５
３
人
、

58

い
た
だ
い
て

％
と
多
く
の
方
に
接
種

お
り
ま
す
。

ま
す
生
徒
が

対
象
と
な
っ
て
お
り

と
の
な
い
よ

接
種
の
機
会
を
逃
す
こ

協
力
を
い
た

う
阿
南
保
健
所
に
も
御

い
る
と
こ
ろ

だ
き
、
啓
発
に
努
め
て

後
に
お
き
ま

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今

を
と
ら
え
な

し
て
は
、
接
種
の
状
況

と
の
連
絡
会

が
ら
学
校
の
養
護
教
諭

ら
な
る
啓
発

を
開
催
す
る
な
ど
、
さ

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

現
在
、
県
が
所
有
す
る
新
し
い
ご

み
処
理
施
設
の
建
設
予
定
地
「
小
勝

島
・
橘
港
公
共
用
地
」
の
用
地
取
得

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
と
精
力
的
に

協
議
を
重
ね
、
平
成
22
年
９
月
、
県

に
対
し
「
県
有
財
産
買
受
申
込
」
の

申
請
を
行
い
、
11
月
12
日
、
知
事
名

で
「
売
払
い
処
分
す
る
」
と
の
回
答

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

回
答
書
に
よ
り
ま
す
と
売
払
い
地

は
「
橘
町
小
勝
１
番
５

雑
種
地
」

売
払
い
面
積
は
「
４
５
，
６
７
１
・

３
７
平
方
㍍
」、
売
払
い
予
定
価
格

は
「
４
億
４
千
７
百
57
万
９
千
４
百

12
月
議
会
が
12
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市

長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
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26
円
」、
単
価
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
平
方
㍍
あ
た
り
、
本
市
の
鑑
定
評

価
額
と
同
額
の
９
千
８
百
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
の
売
払
い
処
分
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
県

議
会
で
の
可
決
が
必
要
と
な
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
売
払
い
予
定
時
期
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
県
議
会
可
決
後
の

平
成
22
年
度
内
と
の
合
意
確
認
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
県

市
双
方
と
も
に
速
や
か
に
事
務
手
続

き
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

古
紙
の
分
別
収
集

本
市
で
は
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

に
向
け
て
、
可
燃
ご
み
に
含
ま
れ
る

資
源
ご
み
の
削
減
や
紙
類
の
資
源
化

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
推
進

を
目
的
に
、
新
た
に
平
成
22
年
10
月

か
ら
新
聞
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
雑
誌

等
の
古
紙
分
別
収
集
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。

近
年
、
地
球
環
境
問
題
が
深
刻
に

な
る
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
み

の
発
生
抑
制
や
再
資
源
化
に
高
い
関

心
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
10
月
の

古
紙
収
集
量
は
合
計
９
７
，
３
５
０

㎏
と
、
可
燃
ご
み
収
集
量
の
約
８
％

を
占
め
る
古
紙
を
資
源
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
利
用
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」

本
市
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

「
光
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
の
た

め
、
去
る
６
月
、
庁
内
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
国
土
交
通
省

な
ど
関
係
機
関
に
対
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
導
入
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
に
も
、
富
岡
商
店
街
の

照
明
や
牛
岐
城
趾
公
園
、
阿
南
駅
前

児
童
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
回
、
道
路
事
業
と
し
て

市
道
領
家
学
原
線
に
お
い
て
舗
装
工

事
と
と
も
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し
た
道

路
照
明
灯
29
基
を
新
た
に
設
置
し
、

桑
野
川
に
架
か
る
新
町
橋
で
は
老
朽

化
し
た
橋
の
補
修
と
と
も
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
利
用
し
た
道
路
照
明
灯
６
基
と
橋

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
電
飾
パ
ネ
ル
の

設
置
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
市
内
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
道
路
照
明
灯
の
先
駆
け
と
し
て
取

り
組
む
も
の
で
、
今
年
度
末
の
完
成

を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

雇
用
対
策

一
昨
年
秋
に
起
き
た
世
界
的
な
経

済
不
況
を
契
機
と
し
て
、
離
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
方
の
雇
用
を
創
出
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
国
の
交
付
金
を

原
資
と
し
た
基
金
に
よ
り
、「
緊
急

雇
用
創
出
事
業
」
と
「
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
活
用
し
た
地
域
の
雇
用
創

出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
結

果
、
11
月
末
現
在
、
26
の
事
業
で
61

人
の
方
を
雇
用
し
、
事
業
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
船
瀬
温
泉
の

敷
地
に
花
木
を
植
栽
す
る
「
花
い
っ

ぱ
い
観
光
整
備
事
業
」
や
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
活
用
し
た
啓
発
グ
ッ
ズ
等
の
開
発

の
た
め
の
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
」、
わ
か
め
の
養
殖
栽

培
か
ら
Ｐ
Ｒ
活
動
ま
で
行
う
「
阿
波

公
方
わ
か
め
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事

業
」
の
ほ
か
、
鳥
獣
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
被
害
調
査

等
を
行
う
「
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事

業
」
な
ど
４
事
業
を
追
加
し
、
８
人

の
雇
用
を
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
改
定

本
市
の
水
道
料
金
は
、
合
併
協
定

に
基
づ
き
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
上

水
道
と
簡
易
水
道
料
金
を
す
べ
て
統

一
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
阿
瀬
比
簡
易
水
道
料
金
に
つ
き

ま
し
て
も
、
地
元
の
皆
様
方
の
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
料
金
設
定
に
係
る

建
設
分
担
金
等
の
課
題
も
円
満
に
解

決
し
、
こ
の
機
会
に
併
せ
て
料
金
統

一
が
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
度
の
料
金
改
定
は
、

合
併
後
の
激
変
緩
和
と
し
て
設
け
て

い
た
経
過
措
置
を
改
め
、
現
行
料
金

に
統
一
す
る
こ
と
が
主
な
も
の
で
あ

り
ま
し
て
、
こ
の
改
定
案
の
調
整
に

際
し
ま
し
て
は
、「
阿
南
市
水
道
事

業
審
議
会
」
に
お
い
て
慎
重
な
御
審

議
を
賜
り
、
今
議
会
に
条
例
の
一
部

改
正
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

子
ど
も
を
守
る
総
合
安
全
対
策

推
進
事
業

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
で
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
現
在
、
学
校
ご
と
や
関
係
機

関
、
諸
団
体
そ
れ
ぞ
れ
で
進
め
ら
れ

て
い
る｢

生
活
安
全｣

、｢

災
害
安
全
」

及
び
「
交
通
安
全
」
の
取
り
組
み
を

連
携
さ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
い
た
し
ま

し
て
、
ま
ず
、「
生
活
安
全
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
小
学
校
に

見
回
り
用
自
転
車
を
配
置
し
、
児
童

の
登
下
校
時
等
の
防
犯
監
視
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
活
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
々
に
防

犯
ベ
ス
ト
を
配
付
い
た
し
ま
す
。

「
災
害
安
全
」
へ
の
取
り
組
み
と

し
ま
し
て
は
、
防
災
研
修
や
避
難
訓

練
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

「
交
通
安
全
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
護
者
の
方
々
に
、
家
庭
生
活
の
な

か
で
交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
児
童
に

対
し
て
は
、
学
校
に
お
い
て
基
本
的

な
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
指
導
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
夕
方
や
暗
い
時
刻
の
安

全
対
策
の
た
め
に
、
小
学
生
全
員
に

ラ
ン
ド
セ
ル
用
反
射
シ
ー
ル
を
配
付

す
る
予
定
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
安
全
マ
ッ
プ
の
活

用
や
不
審
者
情
報
の
共
有
等
、
地
域

や
家
庭
で
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
を
発
信

し
て
い
く
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら

学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る

よ
う
な
取
り
組
み
や
機
会
を
設
け
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

紙
面
の
関
係
で
一
部
を
抜
粋
し
、

要
旨
部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

全
文
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す

市
議
会
会
議
録
は
市
立
図
書
館
等

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

来
月
発
行
さ
れ
ま
す
「
阿
南
市
議

会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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科
学
の
不
思
議
を
体
験
し
て

科
学
の
祭
典
に
１
，
８
０
０
人

11
月
28
日
、
産
学
官
連
携
で
開
催
さ
れ
た
青
少
年
の

た
め
の
科
学
の
祭
典
２
０
１
０
徳
島
大
会
に
、
約
１
，

８
０
０
人
の
親
子
連
れ
が
詰
め
掛
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
科

学
実
験
・
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
の
科
学
セ
ン
タ
ー
に
は
、
高
専
ロ
ボ
コ
ン
を
体

験
し
よ
う
な
ど
31
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者

は
担
当
者
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
、
科
学
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

が
手
で
作
れ
る
の
が
と
て
も
不
思
議
で
し
た
。」
と
話

す
山
口
町
の
浜
野
未
望
さ
ん
（
小
３
）。
さ
っ
そ
く
、

出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
ボ
ー
ル
の
跳
ね
具
合
を
、
友

人
の
大
西
佳
奈
さ
ん
（
小
３
）
と
鈴
江
花
菜
さ
ん
（
小

３
）
と
一
緒
に
確
か
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

島
の
安
全
は
僕
た
ち
私
た
ち
が
守
る

少
子
高
齢
化
に
伴
う
地
域
防
災
力
の
低
下
を
防
ご
う
と
、
11
月
19
日
、

国
の
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
地
域
少
年
少
女
消
防
教
室
が
伊
島
で
行
わ
れ
、

少
年
消
防
隊
11
人
と
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

前
島
で
は
県
消
防
防
災
ヘ
リ
の
訓
練
の
様
子
を
見
学
。
学
校
で
は
ホ

ー
ス
や
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。「
伊

島
で
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
大
人
が
漁
に
出
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
自
分

た
ち
で
ま
ち
を
守
る
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。」
と
中
川
消
防
団
長

の
激
励
に
、伊
勢
遥
香
さ
ん
（
中
３
）
は
「
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。

昭
和
46
年
に
始
ま
っ
た
少
年
消
防
活
動
は
今
年
で
40
年
目
。
島
を
守

る
住
民
の
意
識
は
世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

第
８
回
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

未
来
を
夢
見
る
子
ど
も
た
ち
に
、
も
の
づ
く
り
な
ど

の
体
験
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
も
ら
お
う

と
、
11
月
14
日
、
阿
南
高
専
で
第
８
回
阿
南
市
こ
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
約
２
，
６
０
０
人
の

親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

産
学
官
が
連
携
し
て
催
す
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
毎
年
増

え
、
ど
こ
も
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
新
野
高
校

家
庭
ク
ラ
ブ
の「
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
ろ
う
」

に
挑
戦
し
た
見
能
林
町
の
渡
辺
ひ
な
さ
ん
（
10
歳
）
は
、

「
き
れ
い
に
作
れ
ま
し
た
。テ
レ
ビ
の
上
に
飾
り
ま
す
。」

と
、
満
足
そ
う
な
表
情
で
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
作
り
に
挑
戦
す
る
浜
野
さ
ん
。

防災ヘリ「うずしお」をバックに記念撮影する子どもたち。

できあがったミニクリスマスツリーを手にとる渡辺さん。
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ふ
る
さ
と
再
発
見
！
親
子
で
ま
ち
を
散
策

普
段
、
車
で
し
か
通
ら
な
い
道
も
歩
い
て
み
る
と
意

外
と
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
る
も
の
。
親
子
で
歩
い
て

ふ
る
さ
と
あ
な
ん
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
、
11
月

27
日
、
環
境
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
、
85
人
の

親
子
が
見
能
林
の
街
道
を
散
策
し
ま
し
た
。

公
民
館
を
拠
点
に
約
３
㌔
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、

参
加
者
は
コ
マ
図
を
頼
り
に
約
１
時
間
30
分
か
け
て
周

回
。
途
中
、
10
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
観
察
ゾ

ー
ン
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
親
子
で
順
路
を
確
認
し
な
が

ら
問
題
に
答
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
親
子
３
人
で
参

加
し
て
い
た
羽
ノ
浦
町
の
助
岡

篤
さ
ん
は
、「
い
つ

も
車
で
し
か
通
ら
な
い
道
も
歩
い
て
み
る
と
新
鮮
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
細
い
路
地
な
ど
新
し
い
発
見
も
あ

り
ま
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
な
ん
の
マ
マ
さ
ん

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
挑
戦

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
健
全
な
家
庭
の
育
成
と
競
技
力
の
向
上
を

図
ろ
う
と
、
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ｉ
ｎ

あ
な
ん
が
11
月
21
日
、
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
往
年
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
見
れ
る
と
あ
っ

て
、
会
場
に
は
約
１
，
２
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
で
は
、
レ
ベ
ル
の
違
い
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
時
々
決
ま
る
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
の
ス
パ
イ
ク
や
ブ

ロ
ッ
ク
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

見
事
ス
パ
イ
ク
を
決
め
て
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

（
選
抜
チ
ー
ム
）
の
林

美
奈
さ
ん
（
宝
田
町
・
38
歳
）
は
、「
い
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
け
が
を
し
な
い
よ
う
長
く
バ
レ
ー
を

続
け
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

阿
南
共
栄
病
院

産
婦
人
科
病
棟
を
全
面
改
修

６
月
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
阿
南
共
栄
病
院
産
婦

人
科
病
棟
改
修
工
事
が
11
月
末
で
完
成
し
、
装
い
も
新

た
に
妊
産
婦
の
受
け
入
れ
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
回
改
修
し
た
の
は
病
室
、
分
娩
室
、
浴
室
な
ど
病

棟
の
ほ
ぼ
全
面
。
ベ
ッ
ド
や
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
備
品
を

新
調
し
、
照
明
機
器
も
交
換
。
壁
紙
を
張
り
替
え
る
な

ど
、
清
潔
感
溢
れ
る
病
棟
に
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
ま
し
た
。

総
工
事
費
は
約
５
，
１
０
０
万
円
。
市
は
２
，
５
０
０

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

当
該
病
院
は
市
内
で
唯
一
の
お
産
施
設
で
、
市
の
総

出
生
数
の
約
５
割
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改

修
工
事
を
機
に
、
さ
ら
に
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
き
た
い
と
病
院
関
係
者
は
話
し
て
い
ま
す
。

世界の壁にスパイクを打ち込む大野体協の田村選手。

声の大きさでポイントをかせぐボーナスポイントで説明を受ける助岡ファミリー。

改修された個室にはトイレ、洗面台、冷蔵庫が完備されている。
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市
長　
「
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
開

催
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
を
」
と
い

う
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。
以
前
に

参
加
し
た
米
子
市
の
防
災
訓
練
で
は

物
産
展
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
参
加

し
た
家
族
連
れ
は
訓
練
を
見
学
し
な

が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
最
近
は
１
つ
の
イ
ベ

　

ま
た
、
循
環
バ
ス
（
ナ
カ
ち
ゃ
ん

号
）
を
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
し
て
み
て

は
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

併
せ
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
今
秋
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
山

崎
ま
さ
よ
し
さ
ん
を
お
招
き
し
て
西

福井町
浦山　健太さん

　

市
内
の
リ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
他
店
を
回
っ
て
、
お

客
さ
ん
が
買
い
求
め
や
す
い
値
段
な

ど
の
調
査
に
努
め
て
い
ま
す
。
趣
味

は
魚
釣
り
と
、
遠
方
に
ド
ラ
イ
ブ
に

出
か
け
る
こ
と
で
す
。
阿
南
市
の
将

来
に
つ
い
て
、
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
て
「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
な
ど

が
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
ほ

か
に
も
、
子
ど
も
か
ら
大
人
が
楽
し

め
る
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」
が

で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
で
生
命
科

学
や
環
境
化
学
な
ど
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
趣
味
は
吹
奏
楽
で
、
サ
ッ
ク

ス
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
中
学

校
や
病
院
の
慰
問
で
演
奏
す
る
と
大

変
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

那賀川町
前川明日香さん

　

市
内
で
衣
料
販
売
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
仕
事
で
は
衣
服
の
販
売
だ

け
で
な
く
、
お
客
様
に
満
足
し
て
頂

け
る
よ
う
笑
顔
で
接
客
す
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。
私
は
高
校
生
活
を

神
戸
で
過
ご
し
ま
し
た
。
都
会
生
活

で
は
得
る
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
人
の
温
か
み
が
あ
り
、
自
然
豊

か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
徳
島
で
就

新野町
尾田　鏡后さん

合
併
５
周
年
を
迎
え
、さ
ら
に
一
体
感
が
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
長　
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
大
型
店
舗
が
で
き
れ
ば
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
」
と
い

う
意
見
が
で
ま
し
た
。
那
賀
川
大
橋

か
ら
南
へ
伸
び
る
国
道
55
号
バ
イ
パ

ス
沿
い
に
、
大
型
店
舗
な
ど
が
で
き

れ
ば
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
ほ
場
整

備
後
８
年
間
は
農
地
転
用
で
き
な
い

と
い
う
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現

段
階
で
は
難
し
い
で
す
。
現
在
、
市

は
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
産
直
市
を
つ
く

る
計
画
を
進
め
て
お
り
、
実
現
で
き

れ
ば
、
新
た
な
地
産
地
消
の
拠
点
施

設
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

たちが望む阿南市、将来こんなまちであって欲しい」

座談会
市長による

市
長　
「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
に

つ
い
て
は
過
去
に
も
ご
意
見
を
い
た

だ
き
検
討
し
ま
し
た
が
、
適
地
が
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
現
段
階
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
南
市
に
は
ボ
ー
リ
ン
グ

場
や
映
画
館
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
娯
楽
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

今
ま
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
商
圏
人
口
な
ど
を
理
由

に
企
業
の
反
応
は
前
向
き
で
あ
り
ま

せ
ん
。
若
者
が
気
軽
に
楽
し
め
る
施

設
と
し
て
は
、
羽
ノ
浦
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を

新
設
す
る
予
定
で
す
。
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ン
ト
だ
け
で
な
く
、
付
加
価
値
を
つ

け
て
開
催
す
る
手
法
が
主
流
に
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
も
活
竹
祭
で
高
知

県
安
芸
市
や
室
戸
市
か
ら
特
産
品
を

出
品
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
今
後
は

那
賀
町
や
美
波
町
と
も
連
携
し
て
イ

ベ
ン
ト
内
容
を
充
実
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

慎
嗣
さ
ん
と
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
平
成
23
年
３
月
20
日
に

は
、
旧
那
賀
川
町
、
旧
羽
ノ
浦
町
と

の
合
併
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
体
感
を
持

て
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
提
案
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

将
来
の
阿
南
に
つ
い
て
、
活
気
が

あ
っ
て
人
が
集
ま
る
ま
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
、
ナ
カ

ち
ゃ
ん
バ
ス
が
市
内
を
運
行
し
て
い

る
の
を
よ
く
見
か
け
、
家
族
も
利
用

し
て
い
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
バ

ス
が
通
常
の
運
行
だ
け
で
な
く
、
イ

ベ
ン
ト
時
に
も
利
用
で
き
れ
ば
、
も

っ
と
多
く
の
人
が
足
を
運
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
バ
ス
の
利
用
者
も
増
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

徳
島
赤
十
字
病
院
で
看
護
助
手
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
に
な
っ

て
阿
南
市
は
発
展
し
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
産
地
で
、

お
い
し
い
食
べ
物
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
、
竹
林
も
多
く
空
気
も
お
い
し
い

で
す
。
将
来
の
阿
南
市
で
も
こ
の
住

み
よ
い
環
境
が
保
た
れ
て
、
他
県
の

方
に
も
阿
南
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
阿

南
の
夏
祭
り
の
よ
う
に
市
外
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る
よ
う

な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
開

催
し
て
、
阿
南
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

宝田町
山尾由芽花さん

　

中
野
島
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

柳
島
教
育
集
会
所
で
、
活
動
指
導
員

と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
人
権
問
題
な

ど
を
教
え
て
い
ま
す
。
趣
味
と
し
て

ダ
ン
ス
と
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
将
来
の
阿
南
に
つ
い
て
で

す
が
、
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ

ん
開
催
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
と
い
っ
て
も
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
や
阿
波
踊
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
踊

り
が
あ
る
の
で
、
１
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

だ
け
で
は
な
く
、
若
者
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
楽
し
め
る

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柳島町
今川　友里さん

職
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今

で
も
神
戸
に
出
か
け
て
い
ま
す
が
、

都
会
と
比
べ
て
運
転
マ
ナ
ー
の
悪
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
道
を
譲
っ
て
く

れ
た
時
は
と
て
も
助
か
る
の
で
、
運

転
マ
ナ
ー
に
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

市
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
分
散
し
て
い
る
の

を
１
つ
の
大
規
模
店
に
ま
と
め
れ
ば
、

も
っ
と
お
客
さ
ん
も
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

出来町
山口　祐佳さん

　

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
で
化
学
を

主
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

大
学
の
近
く
を
流
れ
る
川
の
水
質
を

吸
光
度
で
測
定
す
る
実
験
を
行
い
ま

し
た
。
光
の
と
お
り
具
合
で
水
質
が

わ
か
る
の
で
す
が
、
阿
南
市
の
川
も

き
れ
い
な
川
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、

Ｂ
級
グ
ル
メ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
ま

ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

徳
島
は
そ
ば
米
汁
な
ど
が
有
名
な
の

で
、
そ
う
し
た
郷
土
料
理
も
全
国
の

方
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
で
機
械

工
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
基
本
的
に

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
休
日

は
友
人
と
ボ
ー
リ
ン
グ
や
ビ
リ
ヤ
ー

ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

将
来
の
阿
南
市
に
つ
い
て
、
も
っ

と
活
気
が
あ
っ
て
治
安
の
い
い
阿
南

市
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

阿
南
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
巨
大
な
セ

ン
タ
ー
が
で
き
れ
ば
市
外
か
ら
も
人

が
た
く
さ
ん
来
て
活
気
づ
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
交
通
面
や
生
活
面
、

ま
た
遊
び
の
面
で
徳
島
一
を
め
ざ
し

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
若

者
が
ず
っ
と
住
み
た
い
と
思
え
る
ま

ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

羽ノ浦町
浅野　明平さん

　11月23日、市役所において14人の新成人と岩浅市長が「私た
をテーマに、阿南市の将来について語り合いました。

新春座
新成人と市特 集

（司会）企画部長　尾山　勝敏
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徳
島
大
学
歯
学
部
に
通
っ
て
い
ま

す
。
歯
科
医
師
を
め
ざ
し
て
講
義
や

実
習
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。
阿
南

市
は
自
然
が
豊
か
で
住
み
や
す
く
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア

ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
長
所
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
長
所
を
生
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
阿
南
市
の

良
さ
を
県
外
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
ま
た
、
お
年
寄
り
の
方
も

安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
公
共
交
通
網

を
充
実
し
て
ほ
し
い
で
す
。

大潟町
渡瀬 雄太さん

　

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
電
気
電

子
工
学
科
に
在
学
し
て
、
卒
業
研
究

と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
阿
南
高
専
の

専
攻
科
に
進
学
し
て
、
将
来
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
研
究
を
生
か
し
た
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

約
20
％
、
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
は
約
60
％

が
徳
島
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
や
お
年
寄

り
の
中
に
は
知
ら
な
い
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
将
来
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
も
っ

と
身
近
で
親
し
み
が
持
て
て
、「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
と
い
え
ば
阿
南
」
と
い
う
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
持
っ
た
ま
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

熊谷町
湯浅　萌さん

　

京
都
女
子
大
学
科
学
部
国
文
学
科

で
図
書
館
司
書
の
免
許
を
取
る
た
め

に
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
読
書
好

き
な
傍
ら
、
大
学
で
は
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
い
て
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

や
ロ
ッ
ク
と
い
っ
た
ダ
ン
ス
を
楽
し

市
長　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
で
す
が
、

昨
今
の
経
済
情
勢
か
ら
考
え
る
と
積

極
的
な
企
業
進
出
は
考
え
に
く
い
状

況
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
る
と
、
上
中

町
周
辺
が
物
流
の
拠
点
に
な
る
と
考

え
ら
れ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
連
企
業
の
誘
致

を
含
め
た
内
陸
型
工
業
団
地
整
備
構

想
を
以
前
か
ら
検
討
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本
市
は
世
界

一
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
が
立
地
す
る

市
と
し
て
「
光
の
ま
ち
阿
南
」
を
全

国
発
信
す
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
現
在
地
に
建
て
替
え
が
決
ま
っ

て
い
る
新
庁
舎
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
導
入
と
併
せ
て
、
市
役
所
に
来
れ

ば
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
は
何
か
」
が
学
べ
る

よ
う
な
施
設
に
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

図
書
館
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
で

す
が
、
本
市
は
図
書
館
が
３
館
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
読
書
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
図
書

館
ま
つ
り
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
10
月
末
に
予
定
し
て
い

ま
し
た
図
書
館
ま
つ
り
は
台
風
で
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

図
書
館
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
読

書
振
興
や
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
の
話

が
で
ま
し
た
が
、
あ
の
球
場
は
一
生

懸
命
に
管
理
し
て
い
ま
す
か
ら
、
グ

ラ
ン
ド
状
態
は
非
常
に
い
い
と
好
評

で
す
。
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
２
軍
の

岡
崎
監
督
さ
ん
も
絶
賛
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
野
球
１
軍
の

公
式
戦
を
誘
致
で
き
る
施
設
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
雨
天
練
習
場
が
あ
れ
ば

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。「
野

球
観
光
ツ
ア
ー
」
の
成
果
も
徐
々
に

上
が
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
ア
グ

リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
役
所
の
近
く
に
あ

る
牛
岐
城
趾
公
園
が「
恋
人
の
聖
地
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で

す
か
。
静
岡
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
地

域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
か
ら
プ
ロ

ポ
ー
ズ
に
ふ
さ
わ
し
い
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
選
定
し
て

い
る
も
の
で
、
徳
島
県
で
は
牛
岐
城

趾
公
園
が
唯
一
の
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
２
０
０
６
年
に
認
定
さ
れ
て

以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
に
は
初
の

結
婚
式
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

桑野町
米田 奈央さん

ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
阿
南
市
に
つ

い
て
、
図
書
館
施
設
を
利
用
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
を
広
げ
ら
れ

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
図
書
館
は
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も

が
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
や
、
本
を
通
し
て
交

流
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

臨
時
職
員
と
し
て
阿
南
市
役
所
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
人
口
が
少
し
ず

つ
減
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

若
者
の
市
外
へ
の
流
出
を
防
い
で
、

逆
に
阿
南
市
へ
移
り
住
み
た
く
な
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
自
然
豊
か
な
阿
南
市

の
魅
力
を
生
か
し
た
施
設
を
つ
く
っ

た
り
、
若
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
つ

く
っ
て
、
他
県
・
他
市
に
負
け
な
い

環
境
づ
く
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
積
極
的
な
企
業
誘

致
を
行
っ
て
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

橘町
池添 真央さん

ホルダーについて説明する岩浅市長
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長生町
谷　朋晃さん

　

阿
南
市
の
知
名
度
の
話
が
で
ま
し

た
が
、
そ
も
そ
も
「
阿
南
」
と
い
う

名
前
は
ど
の
よ
う
に
し
て
付
け
ら
れ

た
か
ご
存
知
で
す
か
。
昭
和
33
年
に

「
旧
橘
町
」
と
「
旧
富
岡
町
」
が
合

併
し
て
阿
南
市
は
誕
生
し
ま
し
た
。

市
の
名
称
は
公
募
に
よ
る
も
の
で
、

数
件
の
候
補
か
ら
「
阿
波
の
南
」
を

表
し
た
「
阿
南
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
阿
南
市
の
知
名
度
は

決
し
て
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

「
始
め
よ
け
れ
ば
終
わ
り
よ
し
」
と

い
う
言
葉
に
か
け
て
〝「
あ
」
で
始

ま
っ
て
、「
ん
」
で
終
わ
る
阿
南
〞

と
ユ
ニ
ー
ク
な
表
記
で
阿
南
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
な
ど
、
知
名
度
ア
ッ
プ
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
生
の
力
で
ま
ち
の
活
性
化
が

図
れ
な
い
か
」
と
い
う
意
見
に
つ
い

て
、
本
市
は
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
し
て

い
ま
す
。
４
月
に
は
同
学
校
内
に
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
、
新
し
い
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
企
業
家
に
研
究
所
と
し
て
施

設
を
貸
し
出
す
な
ど
新
し
い
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん

が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
市
と
し
て
も

願
う
と
こ
ろ
で
、
ご
提
案
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

話
が
で
ま
し
た
。
近
い
将
来
発
生
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
地
震
に
備

え
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
や
水
・
食

料
な
ど
の
供
給
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対

象
に
家
具
の
転
倒
防
止
金
具
の
取
り

付
け
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
対

策
は
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
自
分
で

自
分
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基

本
に
な
り
ま
す
。
予
想
以
上
の
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
行
政
機
能
が
十

分
発
揮
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
普
段
か
ら
の
近
所
付
き
合

い
を
大
切
に
し
て
、
地
域
で
助
け
合

え
る
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
四
国
最
東

端
の
岬
で
あ
る
蒲
生
田
岬
に
行
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
こ
の
９
月
に

は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
波
の
詩
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
ハ
ー
ト
を
か
た
ど
っ

た
大
き
な
空
洞
は
、
命
の
源
で
あ
る

お
母
さ
ん
の
お
な
か
（
子
宮
）
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
カ
ッ

プ
ル
が
座
っ
て
記
念
写
真
を
撮
っ
た

り
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
来
年
に
は
公
衆
ト
イ
レ

を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
く
に
は
船
瀬
温
泉
も
あ
り
、
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
も
蒲
生
田
岬
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
て
、
友
人
な
ど
に
宣
伝
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

下大野町
阿部 直樹さん

　

神
戸
学
院
大
学
経
済
学
部
で
防
災

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
被

害
を
受
け
て
か
ら
よ
り
も
受
け
る
前

の
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
住
宅
の
耐
震
化
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
想
像
以
上
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
は
、
行
政
機
能

が
十
分
発
揮
さ
れ
な
い
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
普
段
か
ら
地
域
と
の

関
連
を
深
め
て
お
く
こ
と
で
助
か
る

人
も
増
え
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
南

海
地
震
の
発
生
に
備
え
て
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
小
学
生

か
ら
野
球
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
ア

グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム
で
試
合
し

た
こ
と
が
思
い
出

に
残
っ
て
い
る
の

で
、
ス
ポ
ー
ツ
が

盛
ん
な
阿
南
市
に

な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
し
て
、
プ

ロ
野
球
１
軍
の
試

合
を
誘
致
し
て
ほ

し
い
で
す
。

　

三
重
大
学
で
歴
史
や
考
古
学
を
学

ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
将
来
の
選
択

肢
を
増
や
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

積
む
た
め
に
資
格
取
得
に
力
を
い
れ

て
い
ま
す
。
将
来
の
阿
南
は
、
学
生

が
元
気
な
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
三
重
県
立
相
可
高
校
で

は
、
学
生
が
地
域
や
企
業
と
連
携
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」

で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き

と
働
い
て
い
ま
す
。
阿
南
市
で
も
学

生
が
地
域
や
企
業
と
連
携
し
て
何
か

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
の
活
性

化
が
促
せ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

三
重
大
学
の
学
生
は
東
海
地
区
出
身

者
が
多
い
で
す
が
、
私
た
ち
の
年
代

で
は
徳
島
や
阿
南
の
こ
と
を
知
ら
な

い
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
阿

南
の
対
外
に
お
け
る
知
名
度
は
ど
の

程
度
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

椿泊町
池内 征矢さん

　

美
容
師
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

徳
島
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
美
容
科
で
学

ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
、
お
客
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
す
る
美
容
師
に
な
り
た
い
で
す
。

中
・
高
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
、
現
在
は
９
人
制
の
ミ
ッ
ク
ス
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

将
来
の
阿
南
に
つ
い
て
、
安
全
で
も

っ
と
活
気
の
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
ま
た
、
私
が
住
む
椿
泊

で
は
、
汽
車
も
タ
ク
シ
ー
も
な
い
の

で
交
通
の
便
が
悪
く
、
お
年
寄
り
や

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
バ
ス
が
唯

一
の
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

橘
ま
で
40
分
、
徳
島
ま
で
だ
と
２
時

間
も
か
か
る
た
め
、
バ
ス
停
な
ど
に

公
衆
ト
イ
レ
が
あ
る
と
便
利
で
す
。 LEDキー 

新春座談会
新成人と市長による
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平
成
23
年
４
月
よ
り
、
富
岡
町

の
一
部
に
お
い
て
公
共
下
水
道
の

供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

供
用
開
始
が
告
示
さ
れ
ま
す
と
、

そ
の
区
域
の
土
地
所
有
者
お
よ
び

建
物
所
有
者
の
方
々
に
は
、
市
よ

り
「
供
用
開
始
」
の
お
知
ら
せ
を

い
た
し
ま
す
。

供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
共
下
水
道
へ
接
続

す
る
た
め
の
工
事
（
排
水
設
備
工

事
）
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
、
市
に
登
録
さ
れ
た
指
定
工

事
店
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別

に
工
事
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
時
点
に
お
け
る
指
定
工
事
店

は
下
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
中
か
ら
業
者
を
選
定

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
指
定
工
事
店
は
今
後
も
増
え

る
見
込
み
で
す
の
で
、
く
わ
し
く

は
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
下
水
道
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
随
時
更
新

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。） い

あ
な
ん
を
求
め
て

定
工
事

連
載
⑭

〜
下
水
道
〜

各
家
庭
の
排
水
設
備
工
事
を
行
う
「
阿

南
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
の
新
規
登

録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

登
録
の
要
件
や
、
申
請
書
類
は
下
水
道

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
阿
南
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」

の
新
規
登
録
に
つ
い
て

阿南市排水設備指定工事店一覧 50音順

（平成22年12月１日現在：35業者）
工事店名 工事店所在地 電話番号 工事店名 工事店所在地 電話番号

㈲阿南ガス 阿南市宝田町川原85-4 22-0668 橘産業㈲ 阿南市橘町幸野83 27-0418
阿水工業㈲ 阿南市新野町馬場53-8 36-2015 大晃建設㈲ 阿南市上中町中原309 22-3629

㈱アズマ四国 阿南市羽ノ浦町
岩脇ヌクミ51-4 44-5638 ㈲新居設備工業 阿南市山口町舟子田13-3 26-0733

㈲イースト 徳島市北島田町1-34-5 088－633－9990 長谷設備企画 阿南市富岡町滝ノ下39-4 22-9292
角元水道㈱ 阿南市橘町幸野31-34 27-1010 ㈲富士住宅 阿南市那賀川町中島74 42-0026

片山設備工業 小松島市間新田町
字ヤケ木76-58 0885-38-0122 ㈲富士熱工業所 阿南市羽ノ浦町

宮倉前田27-6 44-3437

㈱カミデンキ 阿南市内原町中分24-3 26-0456 藤野水道 阿南市住吉町横見境71-1 22-5583

㈱川北 阿南市羽ノ浦町
中庄なかあい13-1 44-3675 ㈲松原設備工業 阿南市羽ノ浦町

中庄原婦知11-1 44-2177

㈲喜久屋住宅設
備工事店 阿南市新野町片山29-9 36-3020 ㈲妙夏設備 徳島市国府町

芝原字東分87-6 088-642-9955

㈲久保住設 徳島市上八万町西山851 088-644-2703 森設備工業 阿南市長生町張14 22-6829
桑原工業㈲ 徳島市安宅3-6-44 088-653-7266 柳生企工㈱ 徳島市西須賀町東開33-10 088-669-3195

小島建設 阿南市羽ノ浦町
春日野150-25 44-3538 八洋住設㈱ 徳島市中島田町2-75-1 088-632-4031

佐野工業 阿南市那賀川町
今津浦有田津66-1 42-2053 ㈲宮本ポンプ 阿南市日開野町

西居内455-2 22-0879

㈲ジャンボ児島 阿南市羽ノ浦町
中庄新ノ池14-1 44-2712 ㈲山田設備 板野郡北島町

鯛浜字川久保25-3 088-698-9311

㈲星光産業 阿南市領家町土倉30-1 22-7098 ㈱吉崎設備工業 徳島市雑貨町西開72-2 088-669-3350

武市設備工業 阿南市宝田町出口30 44-5138 ㈲吉原工業 小松島市坂野町
字目佐93-1 0885-37-0424

竹治電機商会 阿南市羽ノ浦町
春日野1-515 44-2753 ワイズ総合設備 阿南市富岡町西仲町379-4 22-4635

㈲多田設備 名西郡石井町
石井字石井1581-23 088-674-6846 問い合わせは　下水道課（☎22－1796）へ
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那賀川図書館 ☎42－3111
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　毎週日曜日　午前11時～
◎中学生によるピアノ演奏
　毎週土曜日　午前10時～（約10分間）

阿南図書館 ☎23－2020
☆おはなしひろば・ひまわり主催　毎週日曜日　午後２時～３時
★ぴよちゃんくらぶ
赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
午前10時30分～11時

おはなし会・こすもすおはなし会主催　毎週土曜日　午後２時～
羽ノ浦図書館 ☎44－2100

阿阿南南市市立立図図書書館館だだよよりり
１ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
阿南図書館
9:00～18:00
土日は17:00まで 年始の

お知らせ
１日～４日まで
休館します

☆ 休 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ 休 ☆ 休

那賀川図書館
10:00～18:00 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

巡回日 駐 車 場 所 時　　　間
１月 5日㈬ 阿 南 荘 前 13：30～14：00

老人ホーム福寿荘前 14：20～14：50
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00～15：30

6日㈭ 福 井 中 学 校 前 12：50～13：30
旧 福井南小学校前 13：45～14：15
阿 南 農 協 会 館 前 15：30～16：00

7日㈮ 新 野 公 民 館 前 13：45～14：20
新 野 駅 前 14：30～15：00

14日㈮ 桑野コミュティセンター前 14：10～14：40
山 口 分 館 前 14：50～15：20

19日㈬ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50～13：20
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40～14：20
大 野 公 民 館 前 14：30～15：00

20日㈭ 上 中 分 館 前 14：20～15：00
21日㈮ 大 潟 分 館 前 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 前 14：40～15：10
25日㈫ 椿 公 民 館 前 13：45～14：15

旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00
26日㈬ 長 生 公 民 館 前 13：30～14：00

宝 田 公 民 館 前 14：10～14：40
27日㈭ 橘町井内新聞店前 13：50～14：30

阿 南 県 営 住 宅 前 14：40～15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。
なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図
書館「わかたけ号」巡回日程表（１月

）

阿南図書館　☎23－2020

「読み聞かせ実践講座」
～読み手も聞き手も楽しむために～

日　　時　２月６日㈰　午後１時～
入場無料（ただし、申し込みが必要。）

場　　所　那賀川図書館　視聴覚室  
講　　師　代田　知子さん

（日本子どもの本研究会理事／図書館司書）
対　　象　読み聞かせ活動をされている方、興味のある方
申込方法　申込用紙を那賀川図書館へＦＡＸ、または直接

カウンターに提出してください。
※受け付けは、２月３日㈭までです。

おはなしのポケットからのおしらせ

ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
昔
話
、

大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
た
く
な
い
名
作
絵
本
、

一
度
は
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
「
こ
ど
も
の
と

も
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
…

大
人
に
と
っ
て
は
懐
か
し
く
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
お
は
な

し
ば
か
り
で
す
。

３
館
そ
れ
ぞ
れ
約
２
０
０
冊
の
絵
本
が
仲
間

入
り
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

※
新
し
い
貸
出
バ
ッ
ク
は
、
１
月
か
ら
利
用

開
始
し
ま
す
。

あ
た
ら
し
い
絵
本
が

い
っ
ぱ
い

図
書
館
に
入
り
ま
し
た
！！！
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60
歳
の
検
診
を
受
け
た
時
、
骨
粗

鬆
症
予
備
軍
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

予
防
の
た
め
意
識
し
て
生
活
の
な
か

で
軽
い
運
動
を
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

普
段
ス
ポ
ー
ツ
に
縁
の
な
い
生
活

を
し
て
き
て

60
歳
を
過
ぎ

て
始
め
ら
れ

る
運
動
っ
て

何
が
あ
る
だ

ろ
う
と
考
え

ま
し
た
が
、

折
か
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ブ
ー
ム
で

こ
れ
な
ら
続
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
有
酸
素
運
動
と

い
う
の
も
目
的
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
知
識
を
基
に
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
買
い
求
め
、

初
め
は
20
分
位
か
ら
だ
ん
だ
ん
に
45

分
程
の
コ
ー
ス
に
広
げ
て
い
き
ま
し

た
。

あ
れ
か
ら
10
年
、
忘
れ
た
り
、
休
ん

だ
り
し
な
が
ら
も
履
き
つ
ぶ
し
た
靴
は

何
足
に
も
な
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
コ
マ
切
れ
で
あ
っ
て
も
、

20
分
で
朝
夕
２
回
歩
け
ば
40
分
に
な
る

の
で
そ
れ
で
良
し
と
し
て
い
ま
す
。
と

も
す
る
と
雑
用
に
追
わ
れ
怠
け
る
理
由

が
あ
る
と
ホ
ッ
と
し
て
い
る
自
分
が
い

る
の
は
相
変
ら
ず
で

す
。
骨
量
は
、
年
と

共
に
ゆ
る
や
か
に
減

少
気
味
で
す
が
、
そ

れ
を
被
う
靭
帯
の
強

化
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

県
南
の
豊
か
な
自
然
に
感
謝
し
つ
つ
、

折
々
の
花
や
草
を
愛
で
、
ま
た
沿
道
の

よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
畑
の
生
命
力
溢
れ

る
野
菜
た
ち
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
ま
た
歩
き
続
け
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
は
、
桑
野
町
の
田
中
榮
子
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

富 岡 町
近藤　惠子さん

入
選

西
條

功
一

特
訓
の
帰
り
は
い
つ
も
月
が
出
て

背
中
を
や
さ
し
く
な
で
て
く
れ
る

入
選

松
浦

慶

赤
止
ま
れ
黄
色
は
注
意
青
進
め
自

然
の
色
は
う
ら
な
い
信
号

入
選

原
田

綾
乃

何
げ
な
く
す
も
う
の
テ
レ
ビ
見
て

い
る
と
元
気
な
こ
ろ
の
祖
父
思
い

出
す

入
選

撫
養

智
可

今
ま
で
に
気
に
も
し
な
か
っ
た
あ

り
が
と
う
今
で
も
私
の
心
の
中
に

入
選

白

妃
奈
乃

風
に
の
り
は
ら
り
と
舞
っ
た
花
び

ら
の
行
き
つ
く
場
所
は
ど
こ
ま
で

も
青

入
選

遠
藤

薫

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
全
体
の
色
が
変
わ

っ
て
る
勝
利
を
目
指
し
て
頑
張
っ

た
証

入
選

米
川

武
志

思
い
出
の
学
び
舍
巣
立
つ
帰
り
道

春
め
く
木
々
に
背
中
押
さ
れ
る

俳

句

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

和
泉
ミ
サ
ヲ

小
春
日
や
背
ナ
の
リ
ュ
ッ
ク
の
水

が
鳴
る

手
塚

真
帆

湾
内
の
ど
の
灯
に
も
ど
る
月
の
舟

短

歌
平
成
22
年
阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

市
長
賞

湯
浅

久
枝

豊
作
の
稲
田
喜
び
眺
め
つ
つ
米
価
の

下
落
は
言
わ
ず
別
れ
き

議
長
賞

井
上

正
恵

タ
マ
ゴ
ッ
チ
流
行
っ
た
こ
と
も
お
ぼ

ろ
な
り
「
お
う
ち
介
護
」
の
夫
と
ま

む
か
ふ

教
育
長
賞

河
野

茂
美

惣
菜
を
買
う
と
降
り
立
つ
わ
が
右め

手で

を
嫁
の
左ゆ
ん
で手
が
や
ん
わ
り
と
取
る

互
選
賞

米
田
千
代
美

さ
ま
ざ
ま
の
厨
の
匂
ひ
が
し
む
エ
プ

ロ
ン
ぬ
ぎ
て
ひ
と
日
の
主
婦
業
終
る

入
選

程
野

町
子

言
わ
ざ
る
を
花
と
習
い
て
す
ぎ
来
し

し
末
の
反
乱
行
き
つ
戻
り
つ

入
選

兼
任
ゆ
き
子

わ
が
腕
の
何
処
に
あ
り
し
か
こ
の
力

鍬
ふ
り
あ
げ
て
荒
草
を
取
る

入
選

川
口
冨
美
栄

天
候
の
仕
業
な
ら
ん
か
不
作
な
る
葉

煙
草
の
さ
ま
見
つ
つ
住
き
来
す

中
学
生
「
短
歌
の
ポ
ス
ト
」
投
稿
歌

入
選

笹
田

巧
基

空
一
面
柿
の
実
色
を
染
め
こ
ん
だ
秋

の
味
す
る
夕
暮
れ
の
空

宇
川

延
子

人
の
世
の
俗
事
に
疎
し
一
茶
の
忌

平
坂

照
美

秋
晴
や
干
せ
し
布
団
に
鳥
の
糞

神
原

鹿
山

碑
の
一
句
誌
る
し
て
去
り
ぬ
秋
遍

路

谷
脇

春
代

曲
る
た
び
歓
声
あ
が
り
も
み
じ
山

横
手

義
人

冬
の
日
の
北
極
海
の
青
と
白

荻
原

朝
子

冬
岬
読
め
ぬ
石
碑
の
並
び
を
り

山
上

候
代

銀
杏
紅
葉
母
子
で
作
る
首
か
ざ
り

森
岡

美
風

空
爆
や
今
日
も
編
隊
鰯
雲

川

柳

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑

選

原

公
美
子

芋
虫
の
背
中
は
笑
い
じ
わ
ば
か
り

野
村

敏
子

私
の
時
計
で
動
く
夫
の
留
守

湯
浅

三
子

恋
ご
こ
ろ
胸
に
抱
い
て
薄
化
粧

持
木

寿
栄

ひ
と
り
も
良
い
二
人
に
も
っ
と
良

い
タ
イ
ム

佐
野

智
子

指
切
り
は
遠
い
昔
の
絵
空
事
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阿波公方民俗資料館に展示されている足利義冬公の像。

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

湯

浅

良

幸 その59

室
町
幕
府
・
平
島
公
方（
二
三
）

持
隆
の
死
と
山
口
行
き

義
冬
の
阿
波
入
国
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

今
ま
で
も
書
い
た
が
、「
那
賀
川
町

史
」
を
な
ぞ
る
作
業
に
な
る
が
、
再

度
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

天
文
三
（
一
五
三
四
）
年
。
足
利

義
冬
母
子
は
出
里
で
あ
る
阿
波
国
細

川
氏
を
頼
っ
て
淡
路
国
志
筑
へ
下
っ

て
き
た
。
そ
の
時
、
従
っ
た
諸
将
十

五
人
ら
都
合
二
百
五
十
人
（
三
百
五

十
人
の
説
も
あ
る
）
と
い
う
。

連
れ
て
き
た
諸
将
十
五
人
は
次
の

と
お
り
。

富
永
豊
後
守
拠
宗
（
大
和
国
高
市
領

主
）

三
江
兵
庫
頭
善
行
（
播
磨
国
野
口
領

主
）

結
城
但
馬
守
重
正

小
寺
新
右
衛
門
尉
（
河
内
国
松
原
領

主
）

荒
川
民
部
少
輔
珍
國
（
三
河
国
八
名

住
人
）

村
井
権
内
（
東
国
者
、
生
所
不
明
）

森
小
平
太
時
常（
越
前
国
長
坂
住
人
）

足
代
七
郎
左
衛
門
（
武
蔵
国
住
人
）

漆
田
将
監
延
房
（
摂
津
国
豊
島
郡
浅

田
村
領
主
）

西
山
源
八
（
讃
岐
国
志
度
ノ
住
人
）

乾
鵜
介
定
直（
河
内
国
若
江
庄
領
主
）

安
井
源
右
衛
門
信
実
（
中
国
者
）

堀
善
左
衛
門
影
盛
（
近
江
国
な
ま
つつ

な

江
住

人
）

真
淵
伊
豆
守
忠
元
（
但
馬
国
出
石
住

人
）

湯
浅
治
大
夫
（
阿
波
国
那
賀
山
住
人
、

清
雲
院
御
守
）。

湯
浅
治
大
夫
は
唯
一
の
阿
波
国
人

で
、
義
冬
の
母
細
川
成
之
の
娘
の
輿

入
れ
に
従
っ
て
上
洛
し
こ
の
度
帰
国

し
た
。

以
上
の
う
ち
、
富
永
、
三
江
、
荒

川
、
湯
浅
、
結
城
、
乾
の
六
人
は
留

め
置
き
、
他
の
九
人
に
は
暇
を
出
し

た
。細

川
持
隆
は
母
子
一
行
を
阿
波
へ

迎
え
、
足
利
将
軍
家
と
関
係
の
深
い

天
龍
寺
領
の
う
ち
平
島
十
二
カ
村
、

更
に
楠
根
、
吉
井
、
仁
宇
、
和
食
の

四
カ
村
計
十
六
カ
村
三
千
貫
高
を
与

え
た
。

更
に
持
隆
は
わ
が
妻
の
妹
、
つ
ま

り
大
内
義
興
の
娘
を
義
冬
の
妻
と
し

た
。義

冬
は
将
軍
職
を
望
ん
で
再
度
上

洛
を
企
て
た
。
阿
波
守
護
細
川
持
隆

の
重
臣
三
好
義
賢
（
実
休
）
は
こ
れ

に
反
対
し
、
天
文
二
十
一
（
一
五
五

一
）
年
八
月
九
日
、
持
隆
を
死
に
追

い
や
っ
た
。
つ
づ
い
て
二
十
三
年
三

月
十
六
日
、
義
冬
の
母
清
雲
院
も
没

し
た
。
弘
治
元
（
一
五
五
五
）
年
四

月
十
日
、
保
護
者
持
隆
の
死
に
よ
り

義
冬
は
妻
と
義
栄
を
連
れ
て
妻
の
実

家
山
口
の
大
内
氏
を
頼
っ
た
。
永
禄

六
（
一
五
六
三
）
年
十
二
月
二
十
日
、

妻
は
没
し
た
。
義
冬
は
義
栄
を
連
れ

て
帰
国
し
た
。
大
内
氏
の
娘
で
あ
る

妻
に
先
立
た
れ
た
か
ら
、
大
内
氏
の

加
護
に
不
安
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
。

つ
ま
り
、
義
冬
父
子
は
平
島
を
離
れ

て
八
年
間
も
山
口
に
滞
在
し
た
こ
と

に
な
る
。
従
来
、
阿
波
を
出
て
長
期

間
山
口
に
滞
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て

あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
万
一
、

妻
の
死
去
が
な
け
れ
ば
、
更
に
山
口

滞
在
は
延
長
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

保
護
者
で
あ
る
持
隆
を
失
い
、
山

口
で
も
妻
の
死
に
よ
っ
て
止
む
を
得

ず
阿
波
へ
帰
国
し
た
も
の
の
、
や
が

て
蜂
須
賀
家
政
の
阿
波
入
国
に
よ
っ

て
所
領
三
千
貫
高
を
茶
料
百
石
に
削

減
さ
れ
た
。
公
方
の
居
心
地
は
更
に

悪
く
な
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
続
く
）

参
考
「
那
賀
川
町
史
」
上
巻

先
人
た
ち
の
言
葉
に
心
打
つ

県
内
で
は
２
年
ぶ
り
で
阿
南
市
で

は
初
め
て
の
「
今
、伝
え
た
い
徳
島
・

先
人
の
言
葉
た
ち
」
展
が
、
11
月
27

日
か
ら
６
日
間
、
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
先
人
た
ち

の
言
葉
35
点
の
な
か
に
は
、
阿
南
市

で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
作
家
の
北
條

民
雄
氏
（
大
正
３
年
〜
昭
和
12
年
）

が
、
療
養
所
で
過
ご
す
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
の
姿
を
描
い
た
「
患
者
達
は
決

し
て
言
葉
を
聴
か
な
い
。
人
間
0

0

の
ひ

び
き
だ
け
を
聴
く
。
こ
れ
は
意
識
的

に
そ
う
す
る
の
で
は
な
い
、
虐し
い
たげ
ら

れ
、
辱は

ず
かし

め
ら
れ
た
過
去
に
於
て
体

得
し
た
本
能
的
な
嗅
覚
が
そ
う
さ
せ

る
の
だ
。」
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ

れ
、
来
場
者
は
静
か
に
作
品
を
眺
め

な
が
ら
、
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
作
者

の
想
い
に
耳
を
す
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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★天文工作教室～木星を知ろう～（有料・要申込）

　木星模様のランプシェードを作り、その後、大型望遠鏡
で木星を観察したり、デジタルカメラで撮影したりする講
座です。
日　　　時　１月９日㈰　午後５時～７時
対象・定員　小・中学生とその保護者
　　　　　　10組 20 人（申込順）
参　加　料　１組600円

★コズミックカレッジ（無料・要申込）

　宇宙に関する体験、実験、工作などを中心としたコズミッ
クカレッジを行います。
日　時 ２月５日㈯　午前10時～午後３時

キッズコース（小学３年以下と保護者）
２月６日㈰　午前10時～午後３時
ファンダメンタルコース（小学４年～中学生）

※くわしくは、学校から配布されるチラシをご覧ください。

★お菓子の家を作ろう（有料・要申込）

　建築士会の指導により、かわいいお菓子の家を作ります。
日　　　時　２月13日㈰　午後１時30分～４時
場　　　所　科学センター観察実験室
対象・定員　小学３年以上、20人（申込順）
参　加　料　１人500円

※小学２年以下のお子さんも保護者同伴で参加可。
問い合わせ・参加申し込みは

県建築士会阿南那賀支部（☎44－6363）へ

★科学の広場（無料）

子ども向けで、10：30と13：30から実施します。

実施日 テーマ
１月 4日㈫ ふしぎな手作りコマを作ってみよう

5日㈬ たこを作り、たこあげをしよう
6日㈭ 貝がらでストラップを作ろう
7日㈮ ペットボトルで竜巻を作ろう
10日㈷ ふうせん型UFOを作り、走らせよう

★おもしろ科学実験（無料）

毎週土・日曜日の 11：00 と 14：00、冬休み中の平日
14：00 から実施します。

実施日 テーマ
１月 4日㈫ 那賀川の川原から泡の出る石を見つけよう

5日㈬ ナンキンハゼの実からろうを取り出そう
6日㈭ 金色や銀色のメッキを作り輝きを見よう
7日㈮ 発明、静電気発電を実験しよう
8日㈯ 二つのビー玉の不思議な動きを体感しよう
9日㈰ ジャンピングエンジンでローラーを動かそう
15日㈯ バイオメタルで動くおもちゃの実験
16日㈰ 白い結晶を雲のように降らせてみよう
22日㈯ 作用反作用で進むふしぎな船を実験しよう
23日㈰ 冬にやってくる野鳥を観察しよう
29日㈯ 星の砂と普通の砂を顕微鏡で拡大してみよう
30日㈰ 電子レンジで氷がとけるだろうか

科学センターからのお知らせ

　上記のイベントの他に、大型天体望遠鏡を使った昼間・夜
間の観望会を実施しています。くわしくは、お問い合わせく
ださい。

問い合わせは
科学センター（☎42－1600　FAX 42－3652）へ
◎休館日：１月１日㈷～１月３日㈪、11日㈫、17 日㈪、24 日㈪、31 日㈪
◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

情報文化センター お知らせ

●
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
エ
ル
コ
ス
の
祈
り
』

エ
ル
コ
ス
、
そ
れ
は
温
か
い
心
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
。

近
未
来
の
学
園
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
夢
い
っ
ぱ
い
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

日

時

１
月
23
日
㈰

午
後
７
時
開
演
（
６
時
30
分
開
場
）

会

場

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
）

入
場
料

Ｓ
席
４
，
０
０
０
円
、
Ａ
席
３
，
５
０
０
円

車
椅
子
席
３
，
５
０
０
円
・
補
助
席
３
，
０
０
０
円

※
全
席
指
定
。
当
日
券
は
各
５
０
０
円
増
し
。

※
前
売
券
が
完
売
し
た
場
合
、
当
日
券
は
販
売
し
ま
せ
ん
。

●
第
12
回
邦
楽
へ
の
招
待
『
邦
楽
〜
雅

み
や
び

の
調し

ら

べ
』

あ
わ
た
だ
し
い
日
常
を
離
れ
、
優
雅
な
邦
楽
の
調
べ
で
癒
し
の

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日

時

２
月
27
日
㈰

午
後
１
時
開
演

会

場

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
）

出

演

徳
島
県
邦
楽
協
会

〔
長
唄
、
三
曲
、
吟
詠
、
琵
琶
、
民
謡
、
俗
曲
、
端
唄
〕

入
場
料

一
般
１
，
０
０
０
円
／
大
学
生
以
下
５
０
０
円

※
全
席
自
由
で
、
当
日
券
は
各
５
０
０
円
増
し
。

前
売
券
は
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
、
夢
ホ
ー
ル
、
市
民
会

館
、
平
惣
書
店
ほ
か
で
好
評
販
売
中
。

●『
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会
』

楽
し
く
親
し
み
や
す
い
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
の
演
奏
会
。今
年
は
、

ヒ
ッ
ト
曲
「
て
ん
と
う
む
し
の
サ
ン
バ
」
で
お
な
じ
み
の
『
チ
ェ

リ
ッ
シ
ュ
』
の
お
２
人
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
ま
す
。

日

時

３
月
４
日
㈮

午
後
６
時
30
分
開
演

会

場

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
）

ゲ
ス
ト

チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ

入
場
料

２
，
５
０
０
円

※
全
席
自
由
で
、
当
日
券
は
各
５
０
０
円
増
し
。

発
売
所

１
月
中
旬
よ
り
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
発
売
予
定
。

問い合わせは 情報文化センター（☎44－5000）へ
休館日 １日～４日、10日、11日、17日、24日、31日
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お
知
ら
せ

東
部
自
然
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

月
例
会
（
１
〜
３
月
）
の
お
知
ら
せ

日
時

１
月
９
日
、
２
月
13
日
、
３

月
13
日
（
毎
月
第
２
日
曜
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

場
所

東
部
自
然
公
園
（
才
見
町
）

対
象
者

小
学
生
以
上
（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
で
可
）

持
っ
て
く
る
も
の

運
動
で
き
る
服

装
、
帽
子
、
水
筒

参
加
費

無
料
（
た
だ
し
、
保
険
料

１
０
０
円
が
別
途
必
要
。）

内
容

▼
１
月
…
大
地
に
な
っ
て
考

え
よ
う
▼
２
月
…
寒
い
冬
植
物
は
ど

う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
▼
３
月
…
ネ

イ
チ
ャ
ー
大
運
動
会

問
い
合
わ
せ
は

阿
波
南
部
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会

松
田
（
☎
０
８

０

－

５
６
６
５

－
１
５
６
７
）
へ

お
知
ら
せ

阿
南
南
谷
中
継
局
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
！

平
成
22
年
12
月
18
日
か
ら
阿
南
南

谷
中
継
局
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
本
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
お
お
む
ね
阿
瀬
比

町
、
津
ノ
末
地
区
、
南
谷
地
区
で
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ

ー
ナ
ー
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を

設
置
す
る
こ
と
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
教
育
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
阿
南
津
ノ
末
中
継
局

（
ア
ナ
ロ
グ
）
で
ご
覧
の
お
客
様
は

ア
ン
テ
ナ
の
追
加
、
方
向
調
整
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
地
形
、
ビ
ル
の
影
響
な
ど
に
よ
り

受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

総
務
省
四
国
総
合

通
信
局
放
送
課
（
☎
０
８
９

－

９
３

６

－

５
０
８
０
）
へ

お
知
ら
せ

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策

金
融
公
庫

国
民
生
活
事
業
）

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
・
在
学

中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

３
０
０
万
円
以
内

利
率

年
２
・
45
％
（
母
子
家
庭
の

方
は
年
２
・
05
％
）
※
固
定
利
率
、

平
成
22
年
11
月
１
日
現
在

返
済
期
間

15
年
以
内
（
交
通
遺
児

家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
方
に
つ
い

て
は
18
年
以
内
）

使
い
み
ち

入
学
金
、
授
業
料
、
教

科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
金
・
家
賃

保
証

㈶
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
）

問
い
合
わ
せ
は
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５

６
）
ま
た
は
（
☎
03

－

５
３
２
１

－

８
６
５
６
）
へ

相
談

労
働
時
間
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

厚
生
労
働
省
委
託
事
業
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

を
ベ
テ
ラ
ン
の
特
定
社
会
保
険
労
務

士
が
電
話
及
び
窓
口
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。（
無
料
）

開
設
日
時

３
月
31
日
㈭
ま
で
の
平

ひろろ
ば

市
民
の
情報

日
午
後
２
時
〜
６
時
、
土
曜
日
は
午

後
１
時
〜
６
時
。（
１
月
３
日
㈪
、日
・

祝
日
は
除
く
。）

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

◎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

08

－

１
７
４
４

◎
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

－

08

－

１
７
４
４

◎
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８

－

６
５
４

－

７
７
８
０

問
い
合
わ
せ
は

徳
島
県
社
会
保
険

労
務
士
会
（
☎
０
８
８

－

６
５
４

－

７
７
７
７
）
へ

募
集

障
が
い
者
職
業
訓
練
生
の
募
集

兵
庫
県
伊
丹
市
の
国
立
県
営
兵
庫

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、
平

成
23
年
度
訓
練
生
（
４
月
入
校
生
）

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者

身
体
障
が
い
者

募
集
科
目
・
募
集
定
員

■
１
年
制
：
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
12
人
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
13
人
、
情

報
ビ
ジ
ネ
ス
科
５
人
、
イ
ン
テ
リ
ア

Ｃ
Ａ
Ｄ
科
７
人

■
６
カ
月
制
：
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事

務
科
13
人

受
付
期
限

１
月
18
日
㈫
ま
で

※
授
業
料
は
無
料
（
教
科
書
代
等
は

自
己
負
担
）。
寮
設
備
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

兵
庫
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
☎
０
７
２

－

７
８
２

－

３
２
１
０
）
へ

募
集雇

用
能
力
開
発
機
構
職
業

訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

木
造
住
宅
に
関
す
る
基
本
的
な
知

識
、
構
造
、
法
規
等
を
理
解
し
、
実

際
に
模
擬
家
屋
を
建
て
、
施
工
や
納

ま
り
等
を
理
解
し
、
技
能
や
技
術
を

習
得
し
ま
す
。（
訓
練
期
間
：
３
月

８
日
㈫
〜
９
月
28
日
㈬
）

■
金
属
加
工
科

金
属
加
工
製
品
の
製
造
に
必
要
な

図
面
の
見
方
、
各
種
工
具
の
取
り
扱

い
を
は
じ
め
、
各
種
溶
接
加
工
法
の

知
識
や
技
能
を
学
び
ま
す
。（
訓
練

期
間
：
３
月
２
日
㈬
〜
８
月
30
日
㈫
）

対
象
者

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
は

必
要
で
す
。

募
集
期
間

１
月
４
日
㈫
〜
２
月
７

日
㈪

※
選
考
は
、
面
接
等
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

独
立
行
政
法
人
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
徳
島
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
８

－

６
５
４

－

５
１
０
２
）

へ
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健
康
健健健健健
康康康康
健健健
康
健
康
い
き
い
き
情
報
情情情
報報
情情情
報報報
情
報

募
集シニ

ア
情
報
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
受

講
生
募
集

中
高
年
齢
期
の
生
活
に
密
着
し
た

情
報
技
術
（
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）
の
楽
し
い
活
用
方
法
を
教
え

る
こ
と
が
で
き
る
人
を
養
成
す
る
講

座
で
す
。
講
座
を
受
講
し
資
格
認
定

試
験
に
合
格
し
た
方
は
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
の
認
定
登
録
さ
れ
ま
す
。

受講日 内　　　　容

2/12 ㈯ 制度の概要及びパソコン
の活用と操作の基礎

2/13 ㈰ インターネットの利用と
講義案の作成

2/20 ㈰ 講師体験と活動のための
基礎知識

2/27 ㈰ 活用方法とその発表（プ
レゼンテーション）

3/6 ㈰ 認定試験

受
験
資
格

▼
概
ね
50
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
（
50
歳
未
満
の
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）
▼
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
て
電
子
メ
ー
ル
を
日
常
的
に
行
な

っ
て
い
る
こ
と
▼
パ
ソ
コ
ン
を
保
有

し
日
常
的
に
活
用
し
て
い
る
こ
と

場
所

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

受
講
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

受
講
料

３
２
，
５
０
０
円
（
う
ち

教
材
費
２
，
５
０
０
円
）

※
受
講
者
は
自
動
的
に
㈶
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
開
発
協
会
の
個
人
賛
助
会
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
会
費

５
，
５
０
０
円
が
別
途
必
要
。）

申
込
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

http://w
w
w
.ikiikinet.org/

申
込
締
切
日

１
月
25
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
き

い
き
ネ
ッ
ト
と
く
し
ま

岸
（
☎
０

９
０

－

２
８
９
５

－

１
３
３
５
）
へ

催
し

新
春
た
こ
揚
げ
会
を
開
催
し
ま
す

羽
ノ
浦
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
「
お

や
じ
の
何
で
も
塾
」
が
約
３
カ
月
か

け
て
作
り
上
げ
た
19
枚
の
大
だ
こ
を

新
春
の
空
に
舞
い
揚
げ
ま
す
。
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
５
日
㈬

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
雨
天
・
無
風
時
順
延
）

場
所

那
賀
川
明
見
河
川
敷
（
羽
ノ

浦
桜
づ
つ
み
公
園
付
近
）

※
た
こ
揚
げ
体
験
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は

羽
ノ
浦
公
民
館

（
☎
44

－

１
１
２
０
）
へ

催
し

第
15
回
阿
南
支
援
学
校
祭
の
開
催

日
時

１
月
29
日
㈯

午
前
９
時
20

分
〜
午
後
２
時
30
分

場
所

阿
南
支
援
学
校（
上
大
野
町
）

内
容

▼
表
現
の
部
（
午
前
）
児
童
・
生

徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表
。

▼
催
し
の
部
（
全
日
）

・
花
の
苗
や
野
菜
の
販
売

・
陶
芸
・
木
工
製
品
の
展
示
即
売

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
食
品
バ
ザ
ー

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
バ
ザ
ー
と
手
工
芸

品
の
販
売
は
午
後
１
時
か
ら
開
始
。

問
い
合
わ
せ
は

阿
南
支
援
学
校

（
☎
22

－

２
０
１
０
）
へ

催
し映

画「
春
と
の
旅
」上
映
会

北
海
道
か
ら
東
北
・
宮
城
へ

－

。

疎
遠
に
な
っ
た
家
族
を
巡
る
、
旅
の

ゆ
く
え
。
現
在
の
高
齢
者
問
題
を
描

い
た
映
画
で
す
。（
仲
代
達
矢
主
演
）

日
時

１
月
30
日
㈰

午
後
２
時
30

分
〜
４
時
44
分

場
所

市
民
会
館

入
場
料

前
売
：
１
，
０
０
０
円
、

当
日
：
一
般
・
大
学
生
１
，
３
０
０

円
、
小
中
高
生
・
シ
ニ
ア
（
60
歳
以

上
）
１
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は

あ
な
ん
で
映
画
を

み
よ
う
会

篠
原
（
☎
22

－

９
８
５

９
）
へ

小
児
用
肺
炎
球
菌
・
ヒ
ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

１
月
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す

細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
の
病
気
か
ら
お
子
様
を
守
る
た
め
、
０
歳
〜
４
歳
の

乳
幼
児
に
無
料
で
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
接
種
開
始
年
齢
に
よ
り
回
数
が
異
な
り
ま
す
。

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

▼
生
後
２
カ
月
〜
６
カ
月
に
接
種
を
開
始
し
た
場
合
は
４
回
接
種

▼
生
後
７
カ
月
〜
11
カ
月
に
接
種
を
開
始
し
た
場
合
は
３
回
接
種

▼
１
歳
に
接
種
を
開
始
し
た
場
合
は
２
回
接
種

▼
２
歳
〜
４
歳
に
接
種
を
開
始
し
た
場
合
は
１
回
接
種

ヒ
ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
ワ
ク
チ
ン
接
種

▼
生
後
２
カ
月
〜
６
カ
月
に
接
種
を
開
始
し
た
場
合
は
４
回
接
種

▼
生
後
７
カ
月
〜
11
カ
月
に
接
種
を
開
始
し
た
場
合
は
３
回
接
種

▼
１
歳
〜
４
歳
に
接
種
を
開
始
し
た
場
合
は
１
回
接
種

※
該
当
者
に
は
、
12
月
末
に
個
別
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
対
象
年
齢
が

１
月
か
ら
拡
大
さ
れ
ま
す

12
月
末
に
新
規
対
象
者
に
個
別
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

新
規
対
象
者

中
学
１
年
生
・
２
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子

ご
注
意
く
だ
さ
い

い
ず
れ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
、
接
種
日
に

阿
南
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ
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糖尿病講演会
　糖尿病の診断基準が変わりました。こ
の機会に、糖尿病についての理解を深め、
健診の重要性について学びましょう。
日時　１月27日㈭
　　　午後１時30分～午後３時
場所　ひまわり会館
演題　｢忍びよる糖尿病｣

－健診の重要性－
講師　川島病院名誉院長　島　健二さん
※入場無料・申込み不要

脳卒中予防栄養講座
～脳卒中になりやすい

食事をしていないか
チェックしませんか～

対象 市在住の65歳以上の方
※平成22年11月18日の講座に参加され
た方はご遠慮ください。
日時 １月20日㈭　午前10時～午後１時
場所 ひまわり会館
内容 講義と調理実習　　
参加費 400円（調理実習費）
募集人数　30人（要申込）
申込締切日 １月６日㈭

心の健康講演会
ストレス社会の現代の中で、心の健康
を維持していくにはどうしたらいいので
しょうか。診察に携わる傍ら、患者さん
の回復過程において、現代のストレス社
会をどう生きていくかについての講話で
す。
日時 １月24日㈪　午前10時30分～正午
場所　文化会館２階　視聴覚室
演題 ｢診察室から（こころの健康）を

考える｣
講師 たけひさ医院院長　武久美奈子さん
※入場無料・申込み不要

胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

対
象

40
歳
以
上
の
方

日
時

１
月
25
日
㈫

午
前
９
時
〜

10
時

場
所

ひ
ま
わ
り
会
館

乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

対
象

乳
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
の

女
性
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は
20
歳

以
上
の
女
性

※
乳
が
ん
検
診
の
み
要
予
約
で
す
。

（
午
前
・
午
後
定
員
各
40
人
）

※
乳
が
ん
検
診
は
2
年
に
1
回
の
検

診
で
す
。

日
時

１
月
19
日
㈬

午
前
９
時
〜

10
時
・
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所

ひ
ま
わ
り
会
館

子
宮
頸
が
ん
検
診

対
象

20
歳
以
上
の
女
性

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

の
検
診
で
す
。

実
施
期
間

３
月
末
ま
で
（
診
療
時

間
内
）

場
所

▼
市
内
医
療
機
関

阿
南
共
栄
病
院

要
予
約
）・
阿
南
医
師
会
中
央
病
院

要
予
約
）・
稲
井
産
婦
人
科
医
院
・

木
下
産
婦
人
科
内
科
医
院
・
森
本
内

科
胃
腸
科

▼
市
外
医
療
機
関

市
外
産
婦
人
科

（
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
問
診
票
が
必
要
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。）

持
参
す
る
も
の

が
ん
検
診
等
受
診

券
（
平
成
22
年
６
月
末
に
郵
送
済
み

の
ハ
ガ
キ
）、
健
康
手
帳
、
被
保
険

者
証
等
（
高
齢
受
給
者
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
者
、
阿
南
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
方
は
各
検
診
が

無
料
に
な
り
ま
す
。）

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
「
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
」
の
有
効
期
限
は

２
月
末
ま
で
で
す
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
受
診

の
際
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
平

成
22
年
７
月
に
発
送
済
み
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

平
成
21
年
４
月
２
日
〜
平

成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
次
の
年

齢
に
達
し
た
方

子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者

20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35
歳
・
40

歳乳
が
ん
検
診
対
象
者

40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60

歳申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
22

－

１
５
９
０
）

へ

平
成
22
年
度
の
集
団
検
診
の
日
程
は
今
回
が
最
終
で
す
。

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

高
血
圧
予
防
栄
養
講
座

〈
ち
ょ
っ
と
高
め
を
放
っ
て
お

く
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す

よ
〉

対
象

市
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
で
血
圧
治
療
を
し
て
い
な
い

方日
時

２
月
３
日
㈭

午
前
10

時
〜
午
後
１
時

場
所

ひ
ま
わ
り
会
館

内
容

講
義
と
調
理
実
習

参
加
費

４
０
０
円
（
調
理
実

習
費
）

募
集
人
数

30
人
（
要
申
込
）

申
込
締
切
日

１
月
20
日
㈭講座・講演会の申し込み・問い合わせは

保健センター（☎22－1590）へ
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日
時

2
月
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
開
会

（
10
時
ス
タ
ー
ト
）

会
場

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス

北
ノ
脇
・
淡
島
シ
ー
サ
イ
ド
コ

種
目

①
小
学
生
の
部
３
㌔
（
男
女
別
）

②
中
学
生
の
部
３
㌔
（
男
女
別
）

③
高
校
一
般
の
部
10
㌔
（
男
女
別
）

④
壮
年
の
部
10
㌔
（
男
女
別
）

参
加
資
格

小
学
４
年
生
以
上

募
集
定
員

申
込
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

▼
３
㌔
コ
ー
ス
１
０
０
人
（
申
込
順
）

▼
10
㌔
コ
ー
ス
４
０
０
人
（
申
込
順
）

参
加
料

無
料

申
込
期
間

１
月
４
日
㈫
〜
２
月
10
日
㈭

問
い
合
わ
せ
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

３
３
９
４
）
へ

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

加
齢
と
共
に
低
下
す
る
筋
力
を
適

度
な
運
動
で
維
持
向
上
し
、
転
ば
な

い
足
腰
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時

１
月
13
日
㈭

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
受
付
：
10
時
〜
）

※
10
時
20
分
か
ら
体
力
測
定
（
下
肢

筋
力
）
を
し
ま
す
。

場
所

ひ
ま
わ
り
会
館

講
師

健
康
運
動
指
導
士

井
上

澄
さ
ん

対
象

65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の
な

い
方

持
っ
て
く
る
も
の

健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

※
入
場
無
料
・
申
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

と
き

と　

こ　

ろ

４
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

５
日
㈬
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

11
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

12
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

14
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

17
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

24
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

25
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
楽
し
め
て
、
た
め
に
な
る

高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間

新
野
・
中
野
島
・
那
賀
川
・

桑
野
・
福
井
・
大
野
・
椿
地
区
で
の

開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

そ
の
他
の
地
区
で
は
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
で
す
。

内
容

血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談
や
阿
波
踊
り
体
操
の
ほ
か
、「
楽

し
い
絵
手
紙
作
り
」
も
行
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

阿
波
踊
り
体
操
教
室

運
動
不
足
の
方
、
メ
タ
ボ
が
気
に

な
る
方
、
足
腰
の
衰
え
が
気
に
な
る

方
に
お
す
す
め
で
す
。
一
緒
に
阿
波

踊
り
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

１
月
７
日
㈮

午
前
10
時
〜

11
時
（
受
付
：
９
時
30
分
〜
）

場
所

ひ
ま
わ
り
会
館

講
師

阿
波
踊
り
体
操
指
導
員

対
象

ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

※
入
場
無
料
・
申
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

１月 献 血 実 施 一 覧
日 採血場所 所在地 採血時間

19日
㈬ 阿南市消防本部 辰 巳 町 10：00

～11：00

20日
㈭

道の駅公方の郷
なかがわ 那賀川町 10：00

～11：30

キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13：00
～16：30

※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター
　　　　　　（☎088－631－3200）へ

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

自
己
防
衛
を
し
っ
か
り
し
て

寒
い
冬
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
人
込
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
家
に
帰
っ
た
と
き
は
手
洗
い
や
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
咳
、
く
し
ゃ
み
等
の
症
状
が
あ
る
人
は
必
ず
マ
ス
ク
を
付
け
て
「
咳
エ
チ
ケ

ッ
ト
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
に
気
を
付
け
て
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
睡
眠
を
十
分
と
り
体
力
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

達者でおろな健康教室のようす。

あ
っ
、そ
の
咳
、そ
の
く
し
ゃ

〜
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
か
〜
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44－
5059

日
時

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
２

時14
日
㈮

新
年
お
楽
し
み
会

21
日
㈮

お
誕
生
会

28
日
㈮

保
健
師
に
よ
る
身
体
計
測

（
午
前
10
時
〜
11
時
）

※
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う

手
遊
び
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

11
日
㈫
・
18
日
㈫
・
25
日
㈫

お
弁
当
タ
イ
ム

午
前
11
時
45
分
〜

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42－
0720

日
時

平
日

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

11
日
㈫

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
り

18
日
㈫

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

25
日
㈫

お
誕
生
会

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

（
橘
保
育
所
）
☎27－
1441

日
時

平
日

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

11
日
㈫

お
正
月
の
遊
び

18
日
㈫

お
話
い
っ
ぱ
い

25
日
㈫

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21－
2002

日
時

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
２

時11
日
㈫

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

13
日
㈭

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
（
20
組
）

18
日
㈫

佐
々
木
英
子
さ
ん
の

「
わ
ら
べ
う
た
」

25
日
㈫

お
誕
生
会

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

お
子
さ
ま
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
始
は
１
月
５
日
㈬
か
ら
開
放
し
ま
す
。

ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
４

時４
日
㈫

開
園

７
日
㈮

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会

11
日
㈫

発
育
計
測

13
日
㈭

親
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会

17
日
㈪

発
育
計
測
・
健
康
相
談

19
日
㈬

お
相
撲
ド
ス
コ
イ
！

24
日
㈪

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

26
日
㈬

お
し
ゃ
べ
り
く
ま
さ
ん

27
日
㈭

お
誕
生
会

28
日
㈮

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

※
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全

運
転
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

ふれあいひろばのクリスマス会のようす。

にこにこひろばのようす。
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　早朝の通勤途中、車の行き交う国道に沿って建つ家

の前で、幼児が満面の笑みを浮かべ行き交う車に手を

振ってくれる光景や、幼稚園の降園時に、迎えてくれ

る保護者に飛びついていって抱きしめてもらっている

光景に出会います。忙しいであろう出勤前や送迎の時

間を、我が子との大切なふれあいの時間にあてている

のだなあと思うと、あたたかい気持ちになります。そ

して、乳幼児期の愛着の形成の大切さを再認識します。

親が子をいとおしみ、心から大切に思い、あたたかな

かかわりをもつことを通して、子どもに愛情や信頼の

基盤となる愛着が芽生えるのです。

　乳幼児期の愛着の形成は、将来、子どもが人とかか

わり、社会に適応する力を身に付けていくには欠かせ

ない重要なものです。大人になっても、幼い日の体験

がどんなに大きな役割や心の支えになっているかわか

りません。不安や悩みにうちひしがれる時など、内面

から支え導いてくれる活力となってくれているのです。

　お互いが「かけがえのない存在」となりながら、成

長し合う関係が親子です。ますます少子高齢化が進み

つつある社会のなかで、親としてしなければならない

ことを常に考え、愛情を深め、健やかな子どもの成長

のために頑張っていきたいものだと、こんなほほえま

しい親子の姿に出会うたび思うのです。

学校教育課　

－ バ イ バ ～ イ －

ど
い
の
広
場
・

つ
ど
い
の
広
場
・

日
㈫
・

日
㈫
・
1818
日
㈫
・

日
㈫
・

こ
ど
も
課
（
☎

こ
ど
も
課
（
☎
2222

リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の

日
㈬
・

日
㈬
・
2121
日
㈮
日
㈮

分
〜
２
時

分
〜
２
時

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

教　　室 親子ふれあい遊び
日　　時 １月27日㈭　午前10時～正午
場　　所 ひまわり会館３階　ゆとり・くつろぎの間
内　　容 お子さんと一緒に手遊びをしたり、わら

べ唄を歌って遊びましょう。
対 象 者 市内在住の就学前のお子さんとその保護者
定　　員 15組（申込順）
申込方法 電話でお申し込みください。
申込期間 １月４日㈫～14日㈮（土・日・祝日除く）
※教材費別途必要
※参加者全員に特典付き出席カードをお渡しします。
※託児しています。

シルバー人材センターでは、資格保持者や経験豊かな
高齢者の方が多数登録しています。この機会に、育児の
悩みや子育ての不安をお話してみてはいかがですか。

親子教室「シルバーママ」を開催

問い合わせは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局
（☎23－2630）へ

阿南市在住で初めて子育てする方に、赤ちゃん誕
生から１歳の誕生日まで毎月１回、成長に応じた子
育てのアドバイスを送付します。希望される方は、
ハガキに住所、氏名、生年月日をご記入のうえお申
込みください。
申込み先・問い合わせは
〒774－0023 橘町豊浜36－3
橘保育所（☎27－1441）へ

Anan

Tokushim
a22.7.1 通 信ハ ガ キて子 育

阿
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
育
児
の
応
援
を
依
頼
し

た
い
依
頼
会
員
、
少
し
育
児
の
応
援

が
で
き
る
提
供
会
員
、
依
頼
・
提
供

の
両
方
を
行
い
た
い
両
方
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

相
互
援
助
活
動
内
容

保
育
所
、
幼

稚
園
、
学
童
の
送
迎
、
病
気
時
の
援

助
、
習
い
事
な
ど
の
援
助
、
保
育
所
・

学
校
等
休
み
時
の
援
助
な
ど

行
事
内
容

講
習
会
、
研
修
会
、
体

験
教
室
、
交
流
会
な
ど

入
会
資
格

▼
提
供
会
員

市
内
に
在
住
の
方

▼
依
頼
会
員

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
方
で
、子
ど
も（
０

歳
〜
小
学
６
年
生
）
の
子
育
て
の
応

援
を
受
け
た
い
方

報
酬
お
よ
び
利
用
料
金

▼
午
前
７
時
〜
午
後
９
時

１
時
間
７
０
０
円

▼
そ
れ
以
外
の
時
間

１
時
間
８
０
０
円

入
会
手
続

同
セ
ン
タ
ー
で
登
録
手
続
き
を
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

阿
南
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

５
５

５
０
）
へ

阿
南
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
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人口と世帯数

人口 77,865人（－ 42）
男 37,544人（－ 31）

女 40,321人（－ 11）

世帯数 29,233世帯（－ 0）
●平成22年11月末日現在 ( )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 11・25日㈫ 午前9時30分～
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22－1116

法 律 相 談 ６日㈭
午後1時30分～
4時30分　要予約

市役所市民相談室 市民生活課 ☎22－1116

消費生活相談 平日開館しています 午前9時30分～
午後4時30分 消費生活センター 消費生活センター

☎24－3251

登 記 相 談 28日㈮ 午後2時～4時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

心配ごと相談 17・24・31㈪ 午前10時～午後3時 市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23－7288

出 前
心配ごと相談

17日㈪ 午前10時～午後3時 橘住民センター 社会福祉協議会
☎23－7288

人権相談所 20日㈭ 午後1時30分～4時 ひまわり会館３階 人権・男女参画課
☎22－3094

健 康 相 談 ７日㈮ 午前10時～11時 ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

栄 養 相 談 20日㈭ 午前10時～11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

年 金 相 談 ６日㈭ 午前9時～午後4時
要予約

市商工業
振興センター

徳島南年金事務所
☎088－652－1511

女性の生き方
何でも相談

４・11・18・25㈫
14・21㈮

午後1時～5時
午後1時～4時

いずれも要予約

市民会館内２階
相談室

男女共同参画室分室
☎22－0361

１月の相談日

１月の休日・夜間診療

● 後５時休日昼間　午前９時～午後

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

1 三谷内科 富 岡 町 ☎23－0222

2 宮本病院 羽ノ浦町 ☎44－4343

3 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22－1313

9 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22－1313

10 生野外科胃腸科 羽ノ浦町 ☎44－5511

16 井坂クリニック 津乃峰町 ☎27－0047

23 井原医院 見能林町 ☎21－0021

30 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22－1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、

　阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時～11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が
小児救急患者を受け入れています。（事前の電話連絡は不要です。）

ある場合、市内の医療機関で受診できます。軽症でも急いで治療の必要があ

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは、直接担当課までお問い合わせください。

※２月の法律相談の予約は、１月４日から受け付けています。

１月の市税

問い合わせは 納税課（☎22－1792）へ

■ 国民健康保険税（第８期）
期限は１月31日㈪です。また、市税の最終納期

でもあります。納め忘れがないかご確認ください。

～市税の納付は口座振替が安全で便利です。～

●市税日曜相談窓口 １月30日㈰
午前8時30分～午後5時　市役所1階納税課

スポーツ施設１月の休館日
サンアリーナ 1・2・3・11・17・24・31日
那賀川スポーツセンター 1・2・3・5・12・19・26日
羽ノ浦総合国民体育館 1・2・3・11・17・24・31日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・2・3・11・17・24・31日
船瀬温泉 4・5・6・7・11・17・24・31日
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ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見阿南 第56回～地域の輝き～

編集室の

窓
　新年明けましておめでとうございます。市民の皆さんとともに作る広報誌の思い出もまた１つ歳をとりました。10年ぶりに訪れた伊島で、少年消

防隊の活動が40年目を迎えることを知り、ほぼ同じ年月を生きてきた私には何か運命的なものを感じました。ぶかぶかの消防服を着て防災ヘリに敬

礼する姿が可愛らしく、無邪気な笑顔を見ていると、何か底知れぬ勇気と力が湧いてきます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。（山）

昔の言葉をつかって話
すところが難しかったで
す。やり遂げたという達
成感があります。

今年で２回目の大役。
みんなに分かるように、
ゆっくりと説明すること
を心掛けました。

秋の例祭に訪れた参拝
者に、お菓子をもてなし
ていました。

片山君に誘われて役を
引き受けました。長文を
覚えるのが大変だったけ
ど、経験できてよかった
です。

　金刀比羅神社の狸問答
伝説を知る人も少なくな
り、この伝説を多くの
方々に知っていただき、
後世に伝承していこうと
８年前に保存会を結成し
ました。そして、戦後、
途絶えていた神楽を子供
神楽として復活させるこ
とで、地域の活性化につ
なげていきたいと考えて
います。

境内には狸問答をした
時に腰を掛けていたと伝
えられている問答石と祠
が祀られています。この
祠は、もともと山のふも
とにありましたが、参道
を整備した際に境内へ移
設したそうです。

狸問答が奉納される前に行われる奉告祭。
雅楽の生演奏にのせて儀式が行われるのが特
徴的です。

神
官
役　

片
山
大
暉
さ
ん
（
福
井
小
６
）

説
明
役　

原
田
杏
花
さ
ん
（
福
井
中
１
）

瀧
本
菜
希
さ
ん
（
上
中
町
）

た
ぬ
き
役　

伊
藤
凪
汰
さ
ん
（
福
井
小
６
）

博
学
狸
こ
ん
ぴ
ら
三
本
足
狸
保
存
会

会
長　

原　

嘉
彦
さ
ん
（
福
井
町
吉
谷
）

衣冠束帯に身をまとい狸問答を奉納する子どもたちと、それを見守る地域の人々

いたずら狸が村人を待ち伏せていたと伝えられている金ぴら淵の全景


